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菊
池
風
土
記
巻
二
註
釈

鈴

木

元

【
凡
例
】

一
、
先
に
公
開
し
た
『
菊
池
風
土
記
』
巻
一
註
釈
に
続
き
、
巻
二
の
註
釈
を
公
開
す
る
。

一
、
今
回
は
巻
二
の
前
半
ま
で
と
し
、
後
半
の
註
釈
は
後
日
に
期
す
こ
と
と
す
る
。

一
、
基
本
的
な
方
針
は
巻
一
註
釈
に
準
ず
る
。
た
だ
し
、
底
本
の
丁
移
り
は
影
印
（
熊
本
文
化
研
究
叢
書

９
『
菊
池
風
土
記
一
』
）
に
よ
り
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
特
に
明
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

一
、
対
照
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
新
た
に
熊
本
県
立
図
書
館
本
を
加
え
た
。

一
、
註
や
解
釈
の
正
否
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
鈴
木
の
責
に
帰
す
る
も
の
だ
が
、
今
回
も
大
島
明
秀
氏
に

は
「
つ
ば
き
」
の
語
源
、
北
緯
に
関
す
る
資
料
な
ど
い
く
つ
も
の
教
示
を
得
た
。

一
、
末
尾
に
巻
一
へ
の
追
補
の
註
を
加
え
て
あ
る
。

一
、
本
註
釈
はJSPS

科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
『
菊
池
風
土
記
』
の
註
釈
的
研
究
」
（
課
題

番
号
：24520228

）
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
熊
本
県
立
大
学
学
長
特
別

交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

菊
池
風
土
記
巻
一
追
補
註

・
序
文
中
の
「
と
ふ
と
き
御
い
す
も
、
よ
も
つ
海
に
は
及
ば
ざ
り
け
れ
ば
」
、
傍
線
部
に
つ
い
て
そ
の
後

目
に
つ
い
た
伝
本
い
ず
れ
も
「
御
い
す
」
と
あ
り
、「
御
い
つ
」
と
す
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
の
だ
が
、

意
味
か
ら
判
断
し
て
「
稜
威
（
み
い
づ
）」
で
よ
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

賀
茂
真
淵
『
邇
飛
麻
那
微
（
に
ひ
ま
な
び
）
』（
寛
政
十
二
年
刊
）
に
は
、「
そ
も

く
上
つ
御
代

く
、

そ
の
大
和
国
に
宮
敷
ま
し
ゝ
時
は
、
顕
に
は
建
き
御
威
稜
を
も
て
、
内
に
は
寛
き
和
を
な
し
て
、
天
の
下

お
も
て

み

い

づ

ひ
ろ

に
ご
み

を
ま
つ
ろ
へ
ま
し
ゝ
か
ら
に
、
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
代
社
会
の
統
治
原
理
に
お
け
る
「
武
」
の
側
面

を
表
す
語
。
文
化
九
年
の
序
を
有
す
る
版
本
『
妙
見

感
応

清
正
真
伝
記
』
の
跋
文
に
も
、
「
…
さ
れ
ど
な
ほ
こ
の

雲
の
い
ま
す
が
ご
と
、
も
て
い
づ
く
も
の
は
、
ま
た
く
稜
威
（
ミ
ヰ
ヅ
）
の
明
著
（
イ
チ
ヂ
ロ
）
き
神
が

ら
な
ら
し
」
の
例
が
見
え
、「
ミ
ヰ
ヅ
」
と
濁
音
で
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
か
ら
「
ミ

イ
ズ
」
→
「
御
い
す
」
の
表
記
へ
と
推
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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【
本
文
】

菊
池
風
土
記
巻
二

山
河鞍

嶽

一
、
菊
池
合
志
両
郡
の
堺
に
有
山
也
。
頂
に
観
世
音
を
安
置
す
一

。
開
基
年
月
未
聞
。

宝
暦
の
比
、
野
火
に
て
延
焼
せ
り
。
合
志
郡
高
柳
村
よ
り
隈
府
町
伊
藤
半
七
と
申
細

工
人
を
頼
、
石
に
て
観
音
を
刻
み
再
興
す
。
古
歌
あ
り
。

く
ら
嶽
は
銀
ぶ
く
り
ん
か
今
朝
の
雪

梨
子
地
ま
だ
ら
に
見
ゆ
る
山
形
二

世
俗
の
説
に
菊
池
武
光
公
三

の
詠
と
云
へ
ど
も
、
余
思
ふ
に
、
此
歌
、
風
体
甚
陋
し
四

。

加
藤
氏
、
城
を
築
き
給
ふ
時
、
桜
井
素
丹
五

が
よ
み
し
狂
歌
の
類
な
り
熊
本
に
石
ひ
き
ま
わ
す
茶
う

す
山
敵
に
加
藤
城
の
ぬ
し
か

な
六

。
武
光
公
の
御
詠
と
い
ふ
事
お
ぼ
つ
か
な
し
。
其
比
の
風
人
七

の
口
ず
さ
み
た
る

な
る
べ
し
。
此
山
の
南
側
、
俗
に
や
ご
山
と
い
ふ
。
是
、
実
は
矢
ご
し
山
也
。
し
の

字
を
下
略
し
て
、
や
ご
山
と
い
ふ
。
我
朝
の
習
、
詞
を
上
略
下
略
す
る
事
有
。
あ

リ
ヤ
ク

つ
は
き
八

を
椿
と
い
ふ
は
上
略
也
。
ま
す
み
の
鏡
を
ま
す
か
ゞ
み
と
い
ふ
九

は
中
略
也
。

馬
の
霞
毛
を
か
す
毛
一
〇

と
云
ふ
は
下
略
也
。
此
類
甚
多
し
。
今
此
山
も
下
略
し
て
、

や
ご
山
と
申
習
ひ
、
本
名
を
取
失
ふ
と
見
へ
た
り
。
按
ず
る
に
、
檜
垣
歌
集
一
一

に
豊

後
の
人
に
遣
す
返
歌
有
。
前
書
略
す
。

君
が
い
る
き
の
ふ
の
ま
と
の
あ
た
ら
ぬ
は

矢
ご
し
の
山
の
あ
れ
ば
な
り
け
り
一
二

檜
垣
の
嫗
の
す
め
る
白
川
の
辺
一
三

よ
り
は
豊
後
は
此
山
の
か
た
に
あ
た
れ
ば
、
か
く

取
合
よ
め
る
也
。
又
、
此
山
の
側
に
風
穴
有
。
大
風
吹
な
む
と
す
る
時
は
、
二
三
日

前
よ
り
穴
中
よ
り
息
出
て
音
す
る
事
夥
し
一
四

。
風
は
大
塊
の
噫
気
一
五

な
れ
ば
、
さ
も

有
べ
し
。
邢
子
励
が
趙
記
一
六

に
、
龍
山
有
四
麓
、
各
有
一
穴
、
大
如
車
輪
、
春
風
出

東
、
秋
風
出
西
、
夏
風
出
南
、
冬
風
出
北
、
不
相
倫
、
蓋
謂
龍
兌
也
。
是
も
ろ
こ
し

に
て
も
有
事
也
。
又
、
此
山
の
麓
に
、
鞍
指
野
、
鐙
野
有
。
鞍
嶽
に
相
応
の
名
な
る

べ
し
。

【
註
】

一

今
に
伝
わ
る
馬
頭
観
音
の
こ
と
か
。
『
菊
池
温
故
』
巻
一
「
鞍
嶽
、
菊
池
合
志
両
郡
之
堺
に
立
タ
ル

山
也
。
山
上
ニ
石
像
之
観
世
音
御
鎮
座
、
開
基
之
年
月
未
聞
」
を
承
け
る
。
『
国
郡
一
統
志
』
「
寺
社
総

録
」
の
合
志
郡
の
項
に
、「
鞍
懸
山
観
音
石
像

」
と
見
え
る
鞍
懸
山
は
鞍
嶽
の
異
称
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

『
国
郡
一
統
志
』
は
寛
文
七
年
に
成
る
も
の
と
さ
れ
（
『
肥
後
文
献
解
題
』
）
、
右
本
文
の
「
宝
暦
の
比
、

…
石
に
て
…
再
興
」
と
い
う
記
述
の
も
つ
含
み
（
そ
れ
ま
で
は
石
像
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
読
め
る
）
と
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は
、
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

二

『
肥
後
地
誌
略
』
巻
七
・
古
跡
門
「
合
志
郡
」
の
部
に
、
「
延
元
五
年
十
一
月
三
日
、
菊
池
武
光
、

合
志
常
陸
介
を
攻
め
ん
と
て
、
三
千
余
騎
に
て
出
馬
し
け
る
が
、
鞍
嶽
に
雪
の
つ
も
れ
る
を
見
て
」
と
し

て
、
こ
の
狂
歌
を
掲
げ
て
い
る
（
や
や
異
同
あ
り
）
。
ま
た
『
菊
池
温
故
』
巻
一
に
も
、
「
鞍
嶽
は
ぎ
ん

ぶ
く
り
ん
か
今
朝
の
雪
梨
子
地
ま
だ
ら
に
見
ゆ
る
山
が
た
」
の
歌
を
掲
げ
、
「
此
歌
、
菊
池
武
光
公
ノ
詠

歌
ト
云
説
有
、
如
何
」
と
記
す
。
歌
意
は
、
「
雪
に
覆
わ
れ
た
鞍
嶽
は
、
今
朝
は
銀
覆
輪
の
鞍
と
見
立
て

ら
れ
よ
う
か
、
山
の
様
子
も
梨
子
地
斑
に
見
え
る
こ
と
だ
」
。
鞍
嶽
の
「
鞍
」
か
ら
馬
の
騎
乗
具
「
鞍
橋

（
く
ら
ぼ
ね
）
」
を
連
想
し
、
馬
具
の
縁
で
「
銀
覆
輪
」
、
「
山
形
」
を
詠
み
込
ん
だ
。
お
伽
草
子
『
猿
源

氏
草
紙
』
に
「
廿
二
三
ば
か
り
な
る
男
、
月
毛
の
馬
に
梨
子
地
の
蒔
絵
の
鞍
置
か
せ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

馬
の
鞍
に
は
蒔
絵
技
法
の
一
つ
で
あ
る
、
梨
子
地
の
施
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
「
山
形
」
は
鞍
の
前
後

で
腰
を
挟
む
形
に
な
る
盛
り
上
が
っ
た
部
分
を
指
す
名
称
で
、
そ
こ
に
山
の
姿
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
。

三

南
北
朝
時
代
の
武
将
。
川
添
昭
二
『
菊
池
武
光
〈
日
本
の
武
将

〉』
参
照
。

18

四

『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
、
「
陋
」
字
に
「
イ
ヤ
シ
」
と
訓
を
ふ
る
。

五

加
悦
式
部
少
輔
入
道
と
も
。
肥
後
国
八
代
の
人
。
加
藤
清
正
に
仕
え
、
連
歌
を
指
導
し
た
。

六

『
菊
池
佐
佐
伝
記
』
巻
九
に
「
慶
長
六
年
八
月
中
旬
、
熊
本
新
城
鋤
初
、
桜
井
素
丹
ト
云
者
、
清
正

ス
キ
ゾ
メ

ノ
側
ニ
ア
リ
シ
ガ
、
一
首
ノ
狂
歌
ニ
、
ク
マ
モ
ト
ニ
石
ヒ
キ
マ
ハ
ス
茶
臼
山
敵
ニ
加
藤
ノ
城
ノ
主
カ
ナ
」

と
あ
る
の
を
承
け
る
。
「
茶
臼
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
石
を
引
き
回
し
築
城
に
励
む
の
は
、
敵
に
勝
と
う

と
い
う
城
主
の
意
志
の
現
れ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
意
味
。
茶
臼
山
は
熊
本
城
が
築
か
れ
た
山
。

七

風
流
人
。

八

深
津
正
『
植
物
和
名
語
源
新
考
』
（
八
坂
書
房
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
ツ
バ
キ
」
の
語
源

に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
諸
説
あ
る
が
、
「
厚
葉
木
（
ア
ツ
バ
キ
）
」
か
ら
来
る
と
の
説
は
、
貝
原
益
軒
『
日

本
釈
名
』
（
元
禄
十
二
年
序
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
下
十
七
「
木
」
に
、
「
山
茶

あ
つ
ば
の

ツ
バ
キ

木
也
。
上
を
略
す
。
つ
ば
き
の
葉
は
、
あ
つ
し
」
と
あ
る
。

九

こ
の
よ
う
な
理
解
は
古
く
か
ら
あ
り
、
平
安
期
の
歌
学
書
『
奥
義
抄
』
中
に
は
、
「
ま
す
か
ゞ
み
は

ま
す
み
の
か
ゞ
み
を
略
し
た
る
也
」
と
見
え
る
。
益
軒
の
『
日
本
釈
名
』
巻
下
二
十
二
「
雑
器
」
に
も
、

「
ま
す
み
の
鏡

真
澄
鏡
也
。
ま
こ
と
に
す
み
て
、
明
か
な
る
也
。
ま
す
か
ゞ
み
と
は
、
み
を
略
せ
り
」

マ
ス
ミ
ノ

と
す
る
。

一
〇

白
毛
に
黒
毛
も
し
く
は
赤
毛
の
混
じ
っ
た
も
の
。『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
は
、
俗
字
と
し
て
「
霞

毛
」
の
表
記
を
掲
げ
る
。

一
一

伝
説
的
歌
人
、
檜
垣
嫗
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
家
集
。

一
二

版
本
『
檜
垣
家
集
』
（
宝
永
四
年
蟠
竜
跋
）
に
は
、
「
や
ご
し
の
山
を
」
と
し
て
、
「
き
み
が
射
し

き
の
ふ
の
的
の
あ
た
ら
ぬ
は
や
ご
し
の
山
の
あ
れ
ば
な
り
け
り
」
の
歌
を
収
め
る
。
井
沢
蟠
竜
は
、
こ
の

「
や
ご
し
の
山
」
に
つ
い
て
、
首
書
に
「
分
明
な
ら
ず
」
と
し
、
益
城
郡
の
矢
山
説
と
合
志
郡
の
弥
護
山

説
を
併
記
し
て
い
る
。

一
三

蟠
竜
に
よ
れ
ば
、
「
檜
垣
と
は
遊
女
の
名
也
、
も
と
筑
前
国
に
す
み
、
後
に
肥
後
国
に
来
り
、
飽

田
郡
白
河
の
辺
に
住
す
」
（
宝
永
四
年
蟠
竜
跋
無
刊
記
版
本
『
檜
垣
家
集
』
）
と
さ
れ
、
白
川
あ
た
り
に

住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

一
四

底
本
「
稞
し
」。
他
本
に
よ
り
改
め
る
。

一
五

『
荘
子
』
内
篇
「
斉
物
論
」
に
、
「
子
綦
曰
、
夫
大
塊
噫
気
、
其
名
為
レ

風
」
と
あ
る
。
『
荘
子
鬳

斎
口
義
』
に
よ
れ
ば
「
大
塊
ハ
天
地
也
、
天
地
ノ
間
何
ニ
因
テ
カ
風
有
ル
、
亦
猶
人
ノ
噫
気
ノ
ゴ
ト
キ
也
」
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と
あ
り
、
風
は
自
然
界
の
吐
息
（
も
し
く
は
お
く
び
）
と
解
さ
れ
る
。

一
六

『
史
記
評
林
』
あ
た
り
に
拠
り
、
『
史
記
正
義
』
の
註
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
史
記
』
「
趙

世
家
」
中
に
「
十
九
年
趙
与
レ

燕
易
レ

土
、
以
二

竜
兌
・
汾
門
・
臨
楽
一

与
レ

燕
」
と
あ
り
、
「
竜
兌
」
の
語

ト

カ
フ

ヲ

ヲ

ア
タ
フ

ニ

を
註
し
て
、
「
正
義
曰
、
括
地
志
云
、
北
新
城
故
城
在
二

易
州
遂
南
城
県
西
南
二
十
里
一

、
按
遂
城
県
西
南

ニ

ノ

ハ

リ

ノ

ニ

ニ

ノ

二
十
五
里
有
二

竜
山
一

、
邢
子
励
趙
記
云
、
竜
山
有
二

四
麓
一

各
有
二

一
穴
一

、
大
如
二

車
輪
一

、
春
風
出
レ

東
、

ニ

カ

ニ

ニ

リ

リ

サ

シ

ノ

ヨ
リ

秋
風
出
レ

西
、
夏
風
出
レ

南
、
冬
風
出
レ

北
、
不
レ

相
二

奪
倫
一

、
蓋
謂
竜
兌
也
」
と
あ
る
（
『
史
記
評
林
』
巻

テ

ヨ
リ

テ

ヨ
リ

ツ

ヨ
リ

ヒ

ハ

ヲ

シ

ル

四
十
三
）。

【
本
文
】箭

筈
嶽

又
八
方
嶽
と
云

一
、
当
郡
の
北
鄙
虎
口
村
の
内
に
有
。
八
方
一
様
な
る
山
と
て
八
方
嶽
共
云
。
山
上

に
池
有
一

。
昔
は
水
湛
し
が
、
今
は
涸
た
り
。
古
歌
に
、

筑
紫
な
る
矢
筈
が
た
け
の
ふ
も
と
に
は

鬼
と
り
ひ
し
ぐ
も
の
の
ゝ
ふ
ぞ
す
め
む
二

イ
ニ

弘
安
年
中
に
蒙
古
攻
来
る
時
、
赤
星
有
隆
三

筑
前
の
多
々
良
浜
に
て
戦
功
多
か
り
け

れ
ば
、

将
軍
家
よ
り
初
て
赤
星
氏
を
賜
る
と
な
ん
。
甲
冑
に
血
の
飛
散
た
る
が
星
の
如
く
有

し
故
に
、
赤
星
と
氏
を
賜
る
と
云
云

。
其
時
に

此
歌
を
添
て
賜
り
し
と
云
。
又
、
一
説
に
は
筑
紫
な
る
を
、
菊
池
な
る
と
云
人
有
。

其
故
は
、
昔
、
肥
後
・
豊
後
、
此
山
を
争
ふ
事
有
時
、
訟
を
聞
人
の
曰
、
「
菊
池
な

る
や
は
ず
が
嶽
と
古
哥
に
あ
れ
ば
、
此
山
、
肥
後
の
内
た
る
事
、
明
か
也
」
と
て
、

境
論
四

を
決
せ
し
と
な
ん
。
宝
暦
の
初
比
迄
は
、
山
上
の
大
杉
む
ら
繁
合
て
、
隈
府

よ
り
も
ほ
の
か
に
見
へ
居
た
り
。
同
八
年
寅
の
三
月
、
余
登
臨
せ
し
に
、
枯
た
る
杉

野
火
に
も
え
居
た
り
。
い
つ
と
な
く
年
ご
と
の
野
火
に
も
え
く
ゐ
五

と
な
り
、
今
は

杉
一
も
と
も
な
し
。
高
さ
三
四
尺
の
石
斗
有
て
、
俗
是
を
山
の
神
と
崇
む
。
安
永
九

年
子
四
月
朔
日
、
西
迫
間
、
光
九
寺
六

の
僧
了
道
長
崎
の

産

七

仏
名
を
石
に
彫
り
、
山
上
に

八
体
を
安
置
す
。

右
の
外
に
深
端
山
か
、
こ
は
た
山
、
き
こ
山
、
ほ
こ
の
か
う
山
、
め
く
ら
嶽
等
有
と

い
へ
ど
も
、
故
由
、
異
説
の
事
聞
へ
ぬ
は
略
之
。

【
註
】

一

『
菊
池
温
故
』
巻
一
に
「
矢
筈
嶽
」
を
挙
げ
、
「
当
郡
之
高
山
也
、
八
方
一
様
之
山
ニ
テ
八
方
嶽
共

云
、
山
上
ニ
池
有
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
承
け
る
。
「
八
方
嶽
」
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
『
肥
後
名

勝
略
記
』
下
に
も
「
此
山
八
方
一
面
に
見
ゆ
る
に
よ
り
、
八
方
嶽
と
も
云
」
と
あ
り
、
古
く
か
ら
の
説
で

あ
っ
た
。

二

『
菊
池
温
故
』
に
は
、
「
古
ヨ
リ
唱
ル
歌
、
読
人
し
ら
ず
、
筑
紫
な
る
八
方
が
嶽
の
麓
に
ぞ
鬼
と
り

ひ
し
ぐ
武
士
は
す
め
、
此
歌
菊
池
家
ノ
武
威
ヲ
ホ
メ
タ
ル
ベ
シ
」
と
す
る
。
同
じ
歌
は
、
『
肥
後
名
勝
略

記
』
に
も
、
「
菊
池
家
の
武
威
を
褒
た
る
野
人
の
歌
」
と
し
て
記
さ
れ
る
。
歌
意
は
、
「
筑
紫
の
矢
筈
嶽
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の
麓
に
は
、
鬼
す
ら
取
り
押
さ
え
て
し
ま
う
武
人
が
住
ん
で
い
る
の
だ
」。

三

『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
菊
池
系
図
」
一
本
に
は
、
「
人
皇
八
十
九
代
亀
山
院
の
御
宇
、
文
永
十
一

年
甲
戌
十
月
廿
日
、
筑
前
鎌
形
に
於
い
て
蒙
古
襲
来
の
敵
を
討
伐
す
、
追
い
て
対
馬
の
国
に
到
り
、
蒙
古

の
将
を
戮
す
、
是
に
於
い
て
流
血
衣
を
染
め
赤
き
星
の
如
し
、
事
、
叡
聞
に
達
し
、
上
洛
し
て
竜
顔
を
拝

し
奉
る
の
次
で
に
、
勅
に
因
り
前
衣
を
改
め
ず
禁
闕
に
入
る
、
綸
言
有
り
て
曰
く
、
有
隆
の
姿
、
赤
き
星

に
似
た
り
。
爾
来
、
菊
池
を
改
め
赤
星
を
称
す
べ
し
と
云
々
」
（
原
漢
文
）
と
い
う
よ
う
に
、
本
書
と
は

や
や
異
な
る
伝
を
載
せ
る
。
本
註
釈
巻
一
「
赤
星
三
郎
有
隆
屋
敷
」
項
の
註
一
参
照
。

四

土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
争
い
。『
日
葡
辞
書
』
に
「Sacairon.

」
（
サ
カ
イ
ロ
ン
）
。

五

燃
え
残
り
の
木
。『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
燼
（
モ
エ
ク
ヰ
／
モ
エ
サ
シ
）
」
。

六

『
国
郡
一
統
志
』
三
に
「
真
峯
山
光
久
禅
寺
は
馬
頭
観
音
像
を
安
ん
ず
、
熊
部
忠
直
、
之
を
建
つ
」

（
原
漢
文
）
と
あ
る
の
が
古
い
記
録
か
。
山
号
は
異
な
る
が
、
『
菊
池
温
故
』
「
無
住
寺
之
事
」
に
、
「
桑

林
山
光
九
寺
」
を
挙
げ
、
「
西
迫
間
村
、
本
尊
馬
頭
観
音
、
開
基
年
月
不
知
、
開
山
ハ
錬
室
金
大
和
尚
と

云
、
当
寺
は
隈
部
上
総
助
忠
直
菩
提
寺
也
、
忠
直
、
応
永
三
十
三
丙
午
年
卯
月
午
ノ
日
午
ノ
刻
ニ
誕
生
し

た
る
人
故
、
馬
頭
観
音
を
作
、
寺
に
安
置
せ
ら
れ
て
光
九
寺
と
申
也
、
午
ノ
刻
は
九
つ
に
な
る
故
を
以
光

九
寺
と
召
れ
た
る
由
言
伝
」
と
さ
れ
る
由
緒
あ
る
寺
。

七

伝
未
詳
。

【
本
文
】

菊
池
川

一
、
此
川
原
村
の
内
、
広
川
原
よ
り
流
出
、
菊
池
郡
の
東
隅
よ
り
西
に
郡
の
中
を
貫

き
、
長
く
流
れ
行
ば
、
菊
池
川
と
名
付
た
り
。
此
河
の
出
口
一

を
菊
の
池
二

と
申
人
あ

れ
ど
、
大
な
る
誤
也
。
是
さ
れ
ば
こ
そ
の
歌
に
、
さ
れ
ば
こ
そ
い
さ
ぎ
よ
か
ら
め
さ
ほ
川
の

な
が
れ
も
清
き
菊
の
池
水

三

よ
り
て
ま
ど
へ
る
也
。
広
河
原
は
巌
石
の
際
々
よ
り
水
わ
き
出
て
ひ
ろ
き
故
に
、
広

河
原
と
い
へ
り
。
古
人
の
、
沢
、
池
、
岩
清
水
、
河
原
な
ど
い
へ
る
は
、
皆
水
の
出

る
所
を
指
せ
共
、
夫
々
の
違
有
て
混
ず
べ
か
ら
ず
。
此
川
の
出
口
は
、
河
原
、
或
は

岩
清
水
な
ど
ゝ
云
べ
し
。
池
と
い
う
べ
き
所
に
あ
ら
ず
。
然
る
に
此
川
の
出
口
を
菊

の
池
と
云
。
深
川
の
真
の
菊
池
を
難
信
と
い
ふ
人
は
、
大
な
る
誤
也
。
水
の
出
口
豁

達
四

と
し
て
、
殊
の
外
く
つ
ろ
ぎ
、
地
形
美
に
し
て
、
詞
客
五

の
遊
ぶ
べ
き
所
也
。
此

川
の
鮎
、
の
り
六

、
二
品
名
物
に
し
て
献
上
に
な
る
。
和
漢
三
才
図
絵
七

に
、
九
州
九

ヶ
国
の
産
物
を
分
ち
し
る
す
に
、
年
魚
八

は
肥
後
の
条
下
斗
に
出
て
、
余
国
は
無
之
。

然
し
て
、
延
喜
式
九

巻
三
十
九
内
膳
司
云
、
年
料
之
内
、
太
宰
府
下
云
、
年
魚
八
百

ア
ユ

三
十
九
斤
二
十
缶
、
内
子
鮨
年
魚
三
十
六
斤
一
缶
と
有
。
按
ず
る
に
、
延
喜
の
比
は
、

コ

ヾ

モ

リ

九
州
の
献
上
物
、
皆
々
太
宰
の
都
府
に
国
々
よ
り
送
り
、
府
よ
り
皇
都
に
送
り
奉
る

故
に
、
内
膳
司
一
〇

に
は
西
海
道
九
ヶ
国
の
献
物
を
一
所
に
打
込
み
一
一

に
記
し
た
り
。

年
魚
、
内
子
鮨
年
魚
一
二

、
菊
池
の
名
産
、
和
漢
三
才
図
絵
に
出
る
通
り
、
九
州
に
て

余
国
に
此
献
上
無
之
。
今
も
此
産
物
、
江
戸
に
御
献
上
に
成
る
時
は
、
延
喜
式
に
出
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る
年
魚
、
内
子
鮨
年
魚
は
此
川
の
産
物
に
て
、
肥
後
よ
り
御
献
上
せ
し
事
、
明
也
。

川
の
出
口
、
広
河
原
よ
り
玉
名
郡
川
崎
村
境
に
流
入
る
。
出
口
よ
り
川
崎
村
境
迄
六

里
拾
九
丁
五
拾
壱
間
也
。
当
郡
内
斗
の
流
、
如
此
。
末
は
高
瀬
に
至
、
海
に
入
る
。

此
川
、
原
村
内
細
永
に
大
な
る
滝
有
。
の
り
は
滝
よ
り
上
に
生
ず
。
の
り
方
役
人
、

当
時
、
原
陸
右
衛
門
一
三

と
云
。
此
河
の
分
流
し
て
灌
漑
す
る
所
、
左
に
記
す
。
一
四

【
註
】

一

こ
こ
は
湧
き
出
し
口
の
意
。

二

本
書
巻
一
の
「
菊
の
池
」
の
項
参
照
。

三

『
肥
後
名
勝
略
記
』
下
に
、
「
佐
保
川
」
「
菊
の
池
」
に
註
し
て
、
「
右
の
両
所
何
の
所
に
有
之
と
云

事
未
考
之
」
と
し
、
続
け
て
「
古
歌
に
、
さ
れ
ば
こ
そ
い
さ
ぎ
よ
か
ら
め
さ
ほ
河
の
な
が
れ
の
す
ゑ
も
菊

の
池
水
」
と
す
る
。
ま
た
『
菊
池
温
故
』
に
は
、
「
菊
池
川
、
当
郡
原
村
之
内
、
鰐
が
石
と
云
所
よ
り
涌

出
、
此
泉
、
菊
花
の
形
に
洑
く
迚
、
菊
池
と
名
付
る
と
云
り
、
佐
保
川
と
も
唱
た
る
也
」
と
し
、
同
じ
「
さ

れ
ば
こ
そ
」
の
歌
を
掲
げ
、
「
此
歌
、
清
原
元
輔
公
の
歌
に
て
は
な
き
か
と
云
人
有
、
如
何
」
と
す
る
。

四

視
界
の
開
け
て
い
る
様
子
、
惜
し
み
な
い
様
。
こ
こ
で
は
水
が
滾
々
と
湧
き
出
る
様
子
を
い
う
か
。

五

詩
人
。

六

江
戸
時
代
の
図
解
つ
き
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
八
十
、
「
肥
後
国
土
産
」
に
「
菊
池
苔
川
中

有
之

」

と
見
え
る
。
『
肥
後
地
誌
略
』
巻
十
「
土
産
」
に
は
、「
小
場
大
鮎
」
を
挙
げ
「
菊
池
川
よ
り
出
る
」
、「
菊

池
苔
」
に
「
菊
池
川
よ
り
出
づ
、
類
な
き
苔
な
り
、
近
年
は
南
郷
川
よ
り
出
づ
、
香
気
劣
れ
り
」
と
註
す
。

な
お
補
註
参
照
。

七

こ
の
記
述
不
審
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
八
十
に
は
、
九
州
諸
国
の
「
土
産
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、

「
肥
後
国
土
産
」
に
は
「
切
■

（
魚
扁
に
豕
）
」
を
挙
げ
「
鰷
ノ
腸
ヲ
竹
ノ
葉
ニ
蔵
メ
テ
用
ヰ
ル
」
と
あ

キ
リ
ウ
ル
カ

り
、
確
か
に
ア
ユ
（
鰷
）
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
筑
前
国
土
産
」
に
も
「
鰷
玉
島
川

之
名
物

」
と
あ
り
、

ア
ヱ

肥
後
に
の
み
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
同
書
巻
四
十
八
「
魚
類
」
の
「
鰷
」
の
項
に
は
、
「
九
州

あ
ゆ

ノ
鰷
、
名
ヲ
得
ル
者
少
カ
ラ
ズ
、
其
ノ
大
ナ
ル
者
尺
有
余
」
と
、
そ
の
大
き
さ
で
知
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

八

『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
年
魚
」
に
「
ア
ユ
」
と
振
り
、
「
順
和
名
、
春
生
ジ
テ
冬
死
ス
、
故
ニ

爾
云
フ
」
と
註
し
て
い
る
。

九

平
安
時
代
の
法
制
書
。
朝
廷
の
官
司
や
儀
礼
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
諸
国
の
政
務
に
も
情
報
を
提

供
し
て
く
れ
る
。
当
該
記
事
は
、『
延
喜
式
』
巻
三
十
九
「
内
膳
司
」
の
諸
国
年
料
を
記
す
中
に
見
え
る
。

年
料
は
、
役
所
で
一
年
間
に
必
要
と
す
る
食
料
・
物
資
。

一
〇

令
制
下
に
お
け
る
宮
内
省
所
管
の
官
司
。
供
御
の
調
製
や
供
進
を
つ
か
さ
ど
る
。
う
ち
の
か
し
わ

で
の
つ
か
さ
。
元
和
本
『
和
名
類
聚
抄
』
巻
五
「
職
官
部
」
の
「
司
」
の
項
に
、「
内
膳
司
宇
知
乃
加
之

波
天
乃
官

」
。

一
一

ひ
と
ま
と
め
に
。

一
二

子
籠
（
こ
ご
も
り
）
の
鮎
。
卵
を
孕
ん
だ
鮎
を
塩
漬
け
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
三

伝
未
詳
。

一
四

東
洋
文
庫
本
で
は
、
こ
の
箇
所
に
割
り
注
で
「
此
の
川
筋
、
藤
田
と
申
処
に
さ
し
渡
し
七
八
十
間

程
■
し
■
、
嘉
永
六
年
比
五
つ
と
も
大
目
■
橋
懸
り
候
、
惣
庄
屋
福
島
亀
之
允
代
な
り
」
と
あ
る
。
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【
補
註
】

菊
池
苔
に
つ
い
て
は
、
東
道
太
郎
「
藻
類
雑
記
一
八
、
菊
池
川
苔
に
就
て
」
（
『
水
産
研
究
誌
』
第
十

七
巻
第
十
号
、
一
九
二
二
年
）
、
水
井
富
美
江
・
船
木
由
美
子
・
荒
谷
孝
昭
「
日
本
の
古
書
に
み
ら
れ
る

海
藻
類
の
食
品
学
的
研
究
Ⅰ

―
カ
ワ
ノ
リPrasiola

japonica
Y

A
TA

B
E

」
（
『
広
島
文
化
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
第
十
三
号
、
一
九
八
〇
年
四
月
）
が
詳
し
く
、
註
六
に
掲
げ
た
資
料
の
ほ
か
、
松
江
重
頼
『
毛

吹
草
』
（
寛
永
十
五
年
序
）
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
（
宝
永
六
年
刊
）
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
参

考
ま
で
に
原
典
に
戻
り
当
該
箇
所
を
掲
げ
て
み
る
。
ま
ず
『
毛
吹
草
』
巻
四
「
諸
国
よ
り
出
る
古
今
の
名

物
」
よ
り
、
「
肥
後
」
の
本
項
目
に
か
か
わ
る
物
品
と
し
て
、

ア
イ
ギ
ヤ
ウ
鮎
ノ
子
籠
ヲ
塩
引

ニ
シ
タ
ル
ヲ
云

…

菊
池
苔
川
ニ

有
之

キ
ク
チ

ノ
リ

次
に
『
大
和
本
草
』
巻
八
「
川
苔
」
の
項
、

菊
池
苔
は
、
肥
後
の
菊
池
川
よ
り
い
づ
。
ほ
し
て
遠
に
お
く
る
。
あ
ま
の
り
に
似
た
り
。

ま
た
、
将
軍
へ
の
献
上
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
右
の
論
文
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
笹
川
臨
風

・
足
立
勇
『
近
世
日
本
食
物
史
』
（
雄
山
閣
、
一
九
三
五
年
）
が
『
大
成
武
鑑
』
を
利
用
し
て
指
摘
し
て

い
る
。

【
本
文
】

原
村
井
手
一

一
、
元
禄
十
一
年
寅
二
月
、
事
初
り
。
同
十
四
年
巳
五
月
、
成
就
二

。
井
手
の
長
さ
、

六
千
六
拾
三
間
、
井
手
口
蹟
所
三

、
横
三
拾
壱
間
、
竪
九
間
、
原
本
村
の
下
堀
切
迄
、

浚
所
四

三
千
三
百
九
間
也
。
御
積
り
方
五

御
役
人
、
志
水
清
右
衛
門
、
米
村
伝
蔵
、
野

尻
仁
右
衛
門
、
御
郡
代
塚
本
弥
次
兵
衛
、
御
惣
庄
屋
河
原
杢
左
衛
門
六

、
深
川
甚
右

衛
門
七

な
り
。
此
節
、
余
が
祖
先
、
渋
江
藤
右
衛
門
八

に
御
祈
禱
被
為

仰
付
候
。
此

井
手
稲
田
を
養
ふ
所
、
原
村
、
四
下
分
村
、
木
庭
村
、
下
河
原
村
、
藤
田
村
也
。

築
地
井
手

一
、
加
藤
氏
の
代
に
出
来
る
。
東
福
寺
、
護
法
堂
の
辺
、
正
観
寺
村
内
。
以
前
両
寺

の
境
を
堀
通
せ
る
也
。
此
井
手
稲
田
を
養
ふ
所
、
輪
足
村
、
正
観
寺
村
、
片
角
村
、

北
原
村
、
大
林
寺
村
、
隈
府
北
宮
村
、
神
来
村
、
野
間
口
村
也
。

赤
星
井
手

一
、
加
藤
氏
の
代
に
出
来
る
。
此
井
手
、
稲
田
を
養
ふ
所
、
赤
星
、
出
田
村
也
。

菊
池
井
手

一
、
菊
池
氏
の
代
よ
り
有
り
、
此
井
手
、
稲
田
を
養
ふ
所
、
深
川
西
寺
、
南
古
閑
、

新
古
閑
、
甲
佐
町
、
広
瀬
古
閑
、
菰
入
、
五
海
村
也
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加
恵
井
手

一
、
菊
池
氏
代
よ
り
有
よ
し
承
る
。
此
井
手
、
稲
田
を
養
ふ
所
、
加
恵
高
島
也
。

夜
間
井
手

又
広
瀬
古
閑
井
手
共
云

一
、
菊
池
氏
代
よ
り
有
由
承
る
。
此
井
手
、
稲
田
を
養
ふ
所
、
広
瀬
古
閑
、
夜
間
大

塚
、
宮
園
村
田
な
り
。

右
之
外
に
小
井
手
有
、
略
之
。

【
註
】

一

一
般
に
、
田
の
用
水
の
た
め
に
川
等
の
水
を
堰
き
止
め
た
所
、
井
堰
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
後

述
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
田
に
水
を
引
く
た
め
の
用
水
を
指
し
て
い
る
。
『
菊
池
俗
言
考
』
に

は
、「
河
ヲ
堰
留
テ
水
ヲ
移
ス
小
川
ヲ
云
、
サ
レ
ド
井
手
ハ
堰
留
ノ
約
ナ
レ
バ
磧
ノ
方
ニ
云
ゾ
」
と
、
「
小

セ
キ
ト
メ

イ

ト

メ

セ
キ

川
」
の
意
で
用
い
て
い
る
が
、
本
来
は
「
磧
」
す
な
わ
ち
井
堰
を
指
す
語
で
あ
る
と
の
孝
証
を
し
て
い
る
。

二

井
手
の
竣
工
か
ら
完
了
ま
で
の
期
間
を
記
し
た
記
事
。

三

内
閣
本
・
東
洋
文
庫
本
「
磧
所
」
。
「
蹟
（
あ
る
い
は
磧
）
」
は
「
堰
」
で
、
水
門
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。

四

工
事
に
際
し
て
川
底
を
浚
渫
し
た
箇
所
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

五

井
手
の
工
事
の
監
督
に
あ
た
る
役
で
あ
ろ
う
。

六

花
岡
興
輝
『
近

世

大
名
の

領
国
支
配
の
構
造
』
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
年
に
惣
庄
屋
に
任
命
さ
れ
て
以
降
、
代

々
杢
左
右
衛
門
を
襲
名
し
て
、
三
、
四
代
に
わ
た
り
惣
庄
屋
役
を
相
続
し
た
後
、
元
禄
末
年
に
免
職
と
な

っ
た
ら
し
い
。

七

『
御
惣
庄
屋
知
行
年
々
物
成
帳
』
に
よ
り
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
頃
に
深
川
手
永
の
惣
庄
屋
を

務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
森
下
功
『
肥
後
藩
手
永
・
惣
庄
屋
一
覧
』
）
。

八

渋
江
公
実
の
子
、
公
春
。
公
正
（
松
石
）
か
ら
は
祖
父
に
あ
た
る
。
た
だ
し
公
正
は
養
子
と
し
て
渋

江
家
を
継
い
だ
の
で
、
血
縁
上
で
は
公
春
は
祖
母
の
弟
に
当
た
る
。
渋
江
氏
は
代
々
水
神
を
祀
る
神
職
の

家
で
あ
っ
た
。
山
口
泰
平
『
肥後

澁
江
氏
傳
家
の
文
教
』
参
照
。

【
本
文
】

迫
間
川

一
、
菊
池
郡
斑
蛇
口
村
の
内
、
穴
川
村
と
豊
後
日
田
郡
津
江
境
一
の
坂
の
下
辺
よ
り

流
出
、
同
郡
高
田
村
下
に
て
菊
池
河
に
流
入
る
。
道
規
一

、
五
里
拾
四
丁
弐
拾
四
間

と
云
。
此
川
、
多
の
村
辺
田
を
流
れ
共
、
其
源
に
し
て
両
迫
間
村
の
中
を
流
る
ゝ
事

長
き
故
、
迫
間
河
と
名
付
た
る
に
や
。
此
川
上
、
長
野
村
内
に
勢
返
し
二

と
云
瀧
有
。

左
右
共
に
岩
石
に
白
理
三

有
て
佳
景
也
。
二
、
三
十
年
以
前
迄
は
鞍
形
、
又
は
鐙
形
、

的
な
ど
様
の
石
、
白
筋
画
が
ご
と
く
に
四

数
々
有
し
と
い
ふ
。
老
人
は
見
た
る
者
多
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し
。
今
は
的
、
鐙
形
の
石
の
み
残
れ
り
。
余
は
い
つ
と
な
く
潦
五

に
流
て
覆
り
見
へ

ず
六

と
云
。
此
所
を
勢
返
し
と
名
付
る
事
は
、
豊
後
津
江
の
長
谷
部
山
城
守
信
経
七

、

兼
て
菊
池
と
不
和
な
り
け
る
が
、
武
光
公
、
此
所
に
逍
遙
有
し
を
信
経
聞
付
、
幸
の

事
と
お
も
ひ
、
手
勢
三
百
余
人
襲
来
し
を
、
武
光
公
、
纔
弐
拾
余
人
に
て
追
散
し
、

首
を
取
給
ふ
事
、
百
余
級
に
及
ぶ
。
信
経
、
打
負
引
返
し
け
る
所
故
に
、
勢
返
と
名

付
と
云
。
宝
暦
の
比
、
秋
山
玉
山
先
生
八

、
家
翁
な
ど
同
伴
し
、
此
所
に
遊
覧
、
其

節
返
旌
瀑
と
書
て
詩
な
ど
作
給
ふ
九

。
今
文
人
、
返
旌
瀑
と
書
す
る
は
、
玉
山
先
生

に
初
れ
り
。
此
川
、
迫
間
村
内
に
て
滝
有
。
鮎
返
一
〇

と
云
。
そ
の
か
み
妙
応
院
様
一
一

御
成
有
て
、
御
歌
有
、

岩
波
を
梢
に
か
け
て
松
風
も

さ
ら
に
音
な
し
山
の
滝
津
瀬
一
二

右
、
古
老
の
申
伝
る
ま
ゝ
を
し
る
す
。

此
川
の
分
流
、
灌
漑
左
に
し
る
す
。

【
註
】

一

道
の
り
。
即
ち
こ
こ
で
は
川
の
全
長
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

二

菊
池
・
日
田
往
還
の
途
上
に
あ
る
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
）
。

三

し
ろ
す
じ
。
後
に
出
る
「
白
筋
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
巻
五
に
「
蚶
」
を
註

ア
カ
ヾ
ヒ

す
る
に
、「
和
名
抄
」
を
引
き
な
が
ら
、「
状
如
レ

蛤
円
而
厚
、
外
有
レ

理
…
」
と
記
す
。

シ
テ

ク

ス
ヂ

四

内
閣
本
「
白
筋
通
り
こ
と

く
に
」
、
東
洋
本
は
「
マ
ヽ
」
な
し
。
底
本
「
通
」
と
も
読
め
そ
う
だ

マ

ヽ

が
、
文
意
か
ら
「
画
」
と
し
た
。

五

宝
暦
十
年
刊
『
増
字

百
倍

早
引
節
用
集
』
に
は
、
「
潦
」
字
に
「
に
は
だ
み
づ
」
と
ふ
る
が
、
「
に
は
た
づ

み
」
の
誤
り
か
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
は
、
「
潢

潦

行
潦
」
と
あ
り
、
両
語
に
は
そ
れ
ぞ
れ
割
り

ニ
ハ
タ
ヅ
ミ

同

注
で
「
文
選
註
雨
水
流
二

於
地
一

者
」
、
「
朱
子
云
、
道
上
無
レ

源
之
水
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
雨
水
が
地

ル

ニ

面
に
流
れ
た
も
の
、
湧
き
水
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
い
水
た
ま
り
の
意
。

六

「
覆
り
」
が
「
く
つ
が
へ
り
」
と
の
訓
み
で
よ
い
と
し
て
（
『
書
言
字
考
節
用
集
』
「
覆
」
）
、
「
潦

ク
ツ
ガ
ヘ
ル

に
覆
」
っ
た
と
は
ど
の
よ
う
な
事
態
を
さ
し
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

七

豊
後
津
江
の
人
。
広
福
寺
文
書
に
は
、
延
元
三
年
（
一
三
三
八
）
に
、
菊
池
氏
と
関
係
の
深
い
禅
僧

大
智
に
太
平
兜
率
寺
の
寺
領
を
寄
進
し
た
記
録
が
残
る
。

八

名
は
定
政
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
～
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
。
肥
後
熊
本
藩
の
儒
者
に

し
て
詩
人
。
そ
の
詩
文
集
に
『
玉
山
詩
集
』
『
玉
山
遺
稿
』
が
あ
る
。
伝
記
の
詳
細
は
徳
田
武
『
江
戸
詩

人
傳
』
参
照
。

九

『
玉
山
詩
集
』
『
同
遺
稿
』
と
も
、
該
当
し
そ
う
な
詩
は
見
出
せ
な
い
。

一
〇

中
嶋
三
郎
平
『
見
聞
録
』
（
『
嶋
屋
日
記
』）
嘉
永
七
年
の
記
事
に
、
「
菊
池
の
名
所
、
迫
間
村
内
、

鮎
帰
り
之
滝
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
は
註
一
一
に
記
す
書
き
入
れ
に
関
係
す
る
。
補
註
参
照
。

一
一

妙
応
院
は
細
川
綱
利
の
院
号
。

一
二

歌
意
は
、
「
滝
の
岩
打
つ
し
ぶ
き
を
松
の
木
は
梢
に
浴
び
て
、
風
に
よ
る
ざ
わ
め
き
も
ま
っ
た
く



- 10 -

聞
こ
え
な
い
ま
で
の
、
そ
ん
な
滝
の
轟
き
」
。
底
本
、
こ
の
歌
の
上
部
余
白
か
ら
左
横
、
そ
し
て
下
部
余

白
に
か
け
て
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
る
。
「
○
願
に
仍
而
滝
崩
候
／
方
に
成
り
／
○
此
滝
、
嘉

永
七
年
甲
寅
の
春
、
鮎
と
り
の
滝
と
成
り
候
、
時
之
役
人
／
御
郡
代
、
蒲
池
太
郎
八
殿
／
河
原
御
惣
庄
や
、

福
島
亀
之
允
／
同
御
横
目
、
高
木
仁
十
郎
／
御
薬
方
、
栗
原
三
郎
衛
門
／
同
、
木
下
忍
三
郎
」。

【
補
註
】

『
見
聞
録
』
嘉
永
七
年
の
記
事
を
次
に
示
し
て
お
く
。

一
、
同
（
嘉
永
七
年
）
二
月
朔
日
比
ゟ
、
菊
地
の
名
所
迫
間
村
内
鮎
帰
り
之
滝
、
登
り
鮎
之
為
ニ
崩

し
方
ニ
相
成
り
候
事
、
簗
方
ゟ
願
出
ニ
成
候
由
承
り
候
、

時
之
役
人

御
郡
代
蒲
池
太
良
八
殿

河
原
御
惣
屋
（
マ
マ
）
福
島
亀
之
丞

登
り
鮎
の
為
と
て
崩
し
方

同
御
横
目
高
木
仁
十
郎

ニ
成
り
し
名
の
滝
を
見
て

御
簗
方
栗
原
三
郎
右
衛
門

木
下
丑
三
郎

虎
口
谷
の
為
に
登
す
か
滝
の
鮎

狂
哥
ニ
滝
崩
し
た
か
で
一
年
立
ち
の
鮎

鯉
に
出
世
の
楽
ハ
習
は
で

読
人
知
レ
ず

【
本
文
】

西
迫
間
村
井
手

一
、
元
禄
十
四
年
八
月
よ
り
事
初
り
、
同
十
六
年
三
月
に
成
就
、
井
手
長
さ
弐
千
三

百
弐
拾
八
間
、
御
積
方
之
役
人
、
志
水
清
右
衛
門
、
米
村
伝
蔵
、
野
尻
仁
右
衛
門
也
。

御
郡
代
、
塚
本
弥
次
兵
衛
、
御
惣
庄
屋
、
河
原
杢
左
衛
門
、
深
川
甚
右
衛
門
代
な
り
。

此
節
も
、
余
が
祖
先
渋
江
藤
右
衛
門
、
御
祈
禱
被
為
仰
付
候
。
此
井
手
、
稲
田
を
養

ふ
所
、
西
迫
間
村
、
玉
祥
寺
村
等
也
。
井
手
口
よ
り
玉
祥
寺
村
境
迄
、
千
三
百
拾
間

也
。

玉
祥
寺
村
井
手

一
、
此
井
手
、
稲
田
を
養
ふ
所
、
玉
祥
寺
村
、
袈
裟
尾
村
等
也
。
出
来
の
時
代
、
未

聞
。

袈
裟
尾
村
井
手

一
、
此
井
手
、
袈
裟
尾
村
斗
の
稲
田
を
養
ふ
。
出
来
の
時
代
、
未
聞
。

神
来
村
井
手

ヲ
ト
ヽ

一
、
加
藤
氏
の
代
に
出
来
る
と
承
る
。
横
田
井
手
共
云
。
此
井
手
末
、
深
川
井
手
と

会
合
し
て
神
来
、
野
間
口
、
五
海
、
西
郷
、
蟹
穴
、
北
古
閑
、
南
古
閑
の
稲
田
を
養
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ふ
。

山
崎
井
手

一
、
山
崎
村
斗
の
稲
田
を
養
ふ
。
出
来
之
時
代
、
未
聞
。

島
井
手

一
、
水
次
村
内
也
。
出
来
の
時
代
、
未
聞
。
此
井
手
稲
田
を
養
ふ
所
、
岡
田
、
流
川
、

辺
田
、
寺
町
、
水
次
村
也
。

荒
牧
井
手

一
、
此
井
手
、
出
来
の
時
代
、
未
聞
。
稲
田
を
養
ふ
所
、
高
田
、
荒
牧
也
。

右
之
外
に
小
井
手
有
、
略
之
。

河
原
川

一
、
原
村
の
内
若
木
と
い
ふ
所
に
小
高
き
所
を
隔
て
、
南
北
両
所
に
出
水
有
。
其
北

の
出
口
の
水
、
不
残
四
丁
分
村
に
取
来
。
因
て
、
古
よ
り
此
水
口
を
四
丁
分
川
の
水

上
と
い
ふ
。
又
河
原
村
を
通
る
故
に
河
原
川
と
も
云
。
下
に
至
て
、
河
原
内
の
中
原

前
を
通
り
、
辰
巳
の
方
よ
り
戌
亥
を
指
し
て
流
故
に
、
此
所
に
て
は
辰
巳
川
と
云
。

辰
巳
の
瀬
共
云
。
藤
田
村
の
前
に
て
菊
池
川
に
流
入
る
。
出
口
よ
り
菊
池
川
迄
三
里

拾
五
丁
、
其
分
流
、
灌
漑
左
に
記
す
。

此
川
、
四
丁
分
、
下
河
原
、
藤
田
の
稲
田
を
養
ふ
。

今
村
井
渠
一

一
、
此
井
渠
、
辰
巳
川
を
せ
き
あ
げ
て
、
水
を
通
す
。
宝
永
元
年
申
十
一
月
十
一
日

に
事
初
り
、
同
二
年
酉
の
六
月
七
日
迄
に
成
就
。
河
原
杢
左
衛
門
代
也
。
此
節
も
余

が
祖
先
渋
江
藤
右
衛
門
に
御
祈
禱
被
為

仰
付
候
。
此
井
渠
、
稲
田
を
養
ふ
所
、
今

村
、
下
河
原
、
赤
星
也
。

岩
木
川

一
、
原
村
之
内
、
若
木
の
南
の
出
口
の
水
、
不
残
四
丁
分
村
内
、
尾
川
と
申
所
に
流

下
り
、
夫
よ
り
姫
井
、
岩
本
、
伊
萩
村
の
稲
田
を
養
ふ
故
、
岩
木
川
と
云
。
其
末
、

合
志
郡
の
内
に
流
下
り
て
は
、
又
合
志
川
共
云
。
此
川
の
水
口
は
若
木
の
出
水
迄
に
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あ
ら
ず
二

。
伊
萩
村
内
迄
、
所
々
よ
り
の
出
水
、
又
は
小
川
も
加
は
る
。
末
は
合
志

郡
妻
越
村
へ
流
行
。
若
木
よ
り
妻
越
村
境
迄
、
壱
里
拾
九
丁
。

【
註
】

一

井
渠
は
水
の
確
保
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
溝
、
用
水
。

二

川
の
水
源
は
若
木
の
泉
だ
け
で
は
な
い
、
の
意
。

【
本
文
】

木
野
川

一
、
菊
池
郡
阿
佐
古
村
の
内
、
横
尾
よ
り
出
、
三
里
拾
六
丁
流
て
、
玉
名
郡
中
富
村

境
に
入
る
。
稲
田
を
養
ふ
所
、
阿
佐
古
村
、
宮
原
、
両
本
分
、
瀬
戸
口
、
水
島
也
。

合
勢
川

一
、
此
川
、
出
口
、
木
野
、
谷
内
、
金
頭
と
云
所
よ
り
出
る
。
前
は
木
山
村
、
向
は

竜
徳
村
の
内
、
此
所
永
禄
弐
戊
未
年
一

、
隈
部
親
永
曾
て
木
野
親
政
の
領
地
、
阿
佐

古
村
八
拾
丁
を
親
政
死
去
之
後
、
赤
星
道
雲
に
望
れ
し
よ
り
争
に
及
ぶ
。
隈
部
軍
記
に

委
敷
出
る
二

。

赤
星
蔵
人
勢
を
引
卒
し
、
永
野
隈
部
の
城
に
向
ふ
。
親
永
も
永
野
ゝ
城
を

打
出
、
此
川
を
さ
し
は
さ
み
、
両
軍
迭
に
三

陣
を
取
る
。
翌
日
の
戦
に
赤
星
蔵
人
、

馬
に
騎
り
、
短
兵
四

に
て
隈
部
が
陣
に
打
て
か
ゝ
る
時
に
、
隈
部
が
陣
よ
り
雨
の
ご

と
く
射
る
矢
に
、
赤
星
蔵
人
馬
の
右
の
膝
を
射
さ
せ
五

、
馬
よ
り
落
て
よ
け
を
枕
に

伏
し
、
終
に
敵
の
為
に
害
せ
ら
る
。
夫
よ
り
其
所
を
よ
け
枕
六

と
号
し
、
此
川
を
合

勢
川
と
名
付
く
。
川
の
上
七

に
其
節
、
両
陣
の
死
骸
を
埋
し
塚
、
今
に
有
。
此
節
、

親
永
、
勝
軍
の
為
八

に
妙
音
寺
、
照
蓮
寺
、
正
教
寺
、
三
ヶ
寺
に
頼
、
卒
度
婆
を
一

七
日
読
経
有
け
る
と
ぞ
。
九

【
註
】

一

底
本
お
よ
び
諸
本
「
永
録
」
。
私
に
改
め
た
。
永
禄
二
年
は
一
五
五
九
年
。
た
だ
し
干
支
は
正
し
く

は
己
未
。

二

隈
部
軍
記
の
当
該
記
事
は
、
巻
一
「
よ
け
枕
」
の
項
の
補
註
参
照
。

三

訓
み
は
「
カ
タ
ミ
ニ
」
、
意
味
は
「
互
い
に
」
で
あ
ろ
う
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
は
「
迭
代
」
「
更

互
」
に
、「
カ
タ
ミ
」
と
振
る
。

四

弓
矢
（
長
兵
）
に
対
し
て
の
刀
剣
。
あ
る
い
は
、
長
い
鉾
や
槍
に
対
す
る
手
槍
。
『
書
言
字
考
節
用

集
』
に
は
、
「
短
兵
」
を
「
史
記
長
兵
則
弓
矢
、
－
－
則
刀
鋋
」
と
註
す
る
。

五

「
射
ら
れ
」
と
い
う
の
を
忌
ん
で
用
い
る
武
者
こ
と
ば
。
小
笠
原
流
兵
学
書
の
一
つ
『
軍
詞
乾
坤
伝

記
』
に
、
「
味
方
ハ
何
方
ヲ
キ
ラ
レ
タ
、
射
ラ
レ
タ
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
、
辞
弱
キ
也
、
キ
ラ
セ
タ
、
ツ
カ
セ
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タ
、
射
サ
セ
タ
ト
イ
ヘ
バ
詞
強
シ
」
と
あ
る
。

六

巻
一
「
よ
け
枕
」
の
項
参
照
。
ま
た
、
底
本
、
こ
の
丁
の
上
部
余
白
に
「
よ
け
枕
跡
ト
田
の
下
ケ
名

ニ
ア
リ
」
と
記
す
。
「
下
ケ
名
」
に
つ
い
て
は
、
巻
一
「
上
市
場
下
市
場
」
の
註
四
参
照
。

七

ほ
と
り
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
、
「
邊
」
と
並
べ
「
頭
」
「
畔
」
「
上
」
等
を
同
じ
訓
み
と
し
て

ホ
ト
リ

掲
げ
る
。

八

勝
ち
い
く
さ
の
礼
と
し
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

九

底
本
、
こ
の
後
に
次
の
書
き
入
れ
あ
り
。
「
合
勢
川
よ
り
池
田
村
に
通
り
候
道
の
上
に
、
高
き
所
に

雑
木
少
々
有
り
候
処
、
合
勢
川
合
戦
之
節
、
隈
部
氏
陣
釜
す
へ
候
跡
と
て
、
大
石
三
つ
四
つ
竈
の
形
に
有

り
、
又
、
道
場
村
の
上
と
合
勢
川
を
中
に
挟
み
、
池
田
の
方
の
上
に
双
方
の
陣
跡
ト

と
て
高
く
残
り
有
り
」
。

【
本
文
】

佐
保
川

一
、
菊
池
川
の
内
に
て
、
深
川
村
、
八
幡
宮
一

以
前
御
鎮
座
有
し
辺
を
、
さ
ほ
川
と

云
菊
の
池
の

条
に
出
る

。
此
所
を
さ
ほ
川
と
名
付
る
に
二
説
有
。
此
所
に
て
は
菊
池
川
、
竿
の
如
く

す
ぐ
に
流
行
故
に
、
さ
ほ
川
と
云
。
又
云
、
此
辺
毎
年
四
月
廿
日
の
夜
、
蛍
夥
敷
二

群
が
れ
集
り
、
川
の
上
に
竿
を
わ
た
せ
る
如
く
一
つ
ら
に
つ
ゞ
き
、
殊
に
奇
観
た
る

に
よ
り
、
さ
ほ
川
と
名
付
と
云
。
何
れ
か
正
説
た
る
に
や
、
猶
尋
ぬ
べ
し
。

初
田
川

一
、
大
林
村
内
ヱ
ザ
リ
、
稗
方
村
内
高
星
、
二
筋
よ
り
流
出
、
壱
里
程
流
て
、
木
野

川
に
流
入
り
、
又
七
合
程
流
て
、
山
鹿
郡
内
江
の
瀬
川
に
流
入
る
三

。
其
灌
漑
左
に

記
す
。

大
林
、
稗
方
、
竜
徳
、
道
場
、
黒
蛭
、
瀬
戸
口
等
之
稲
田
を
養
ふ
。

右
之
外
、
鍋
川
、
杉
尾
川
、
懸
幕
川
、
楠
川
、
木
落
谷
川
、
有
と
い
へ
ど
も
、
皆
、

出
口
よ
り
程
な
く
菊
池
川
に
流
入
る
。
仍
而
略
之
。

簗
場

一
、
菊
池
川
筋
に
有
。
上
簗
は
輪
足
村
内
、
築
地
村
に
有
。
下
簗
は
赤
星
村
、
深
川

村
の
交
ひ
四

に
有
。

五【
註
】

一

『
肥
後
地
誌
略
』
巻
一
に
は
、
「
深
川
八
幡
宮

深
川
村
に
あ
り
、
延
久
年
中
菊
池
則
隆
、
宇
佐
よ

り
勧
請
す
」
と
あ
る
。

二

底
本
「
稞
敷
」
。
諸
本
に
よ
り
改
め
た
。
「
お
び
た
だ
し
く
」
と
読
む
。
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三

大
江
田
家
本
と
内
閣
文
庫
本
は
「
木
野
川
に
流
入
る
、
其
灌
漑
…
」
と
続
き
、
本
文
に
違
い
が
あ
る
。

ま
た
東
洋
文
庫
本
は
「
七
合
」
を
「
七
里
」
に
、
「
江
の
瀬
川
」
を
「
口
の
瀬
川
」
に
作
る
。
七
合
は
一

里
の
十
分
の
七
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
は
、
初
田
川
は
木
野
川
に
合
流
し
、
そ
の
後
、
内
田
川

に
合
流
す
る
。

四

『
書
言
字
考
節
用
集
』
は
「
交
」
字
に
「
ア
ハ
ヒ
」
と
振
る
。
間
の
意
。

五

底
本
に
は
余
白
に
三
行
の
書
き
入
れ
あ
り
。
「
文
政
之
初
め
比
よ
り
西
寺
井
手
に
下
簗
懸
け
方
に
成

り
候
事
／
天
保
七
申
年
よ
り
又
元
と
の
観
音
滝
に
引
直
し
に
成
候
事
／
嘉
永
五
年
亥
六
月
よ
り
又
々
深

川
井
手
之
□
に
引
申
候
事
」
。
な
お
、
最
後
の
一
行
の
み
朱
筆
。

（
横
カ
）

【
本
文
】

里
程
一

一
、
隈
府
御
高
札
場
よ
り
、
熊
本
御
高
札
迄
六
里
。

一
、
同
所
よ
り
、
豊
後
日
田
郡
津
江
と
当
郡
原
村
之
内
伊
野
村
と
の
堺
迄
、
四
里
二

十
八
丁
。

一
、
同
所
よ
り
、
豊
後
日
田
郡
程
野
村
通
堺
迄
、
四
里
弐
丁
。

一
、
同
所
よ
り
、
豊
後
日
田
郡
木
地
屋
村
通
堺
迄
、
四
里
廿
三
丁
。

一
、
同
所
よ
り
、
当
郡
生
味
村
通
豊
後
津
江
堺
札
木
ま
で
、
三
里
三
十
丁
。

一
、
同
所
よ
り
、
当
郡
斑
蛇
口
村
内
穴
川
村
通
津
江
機
谷
村
境
一
ノ
坂
迄
、
三
里
三

十
三
丁
、
但
歩
道
也
。
二

一
、
同
所
よ
り
、
当
郡
水
島
村
通
玉
名
郡
境
迄
、
一
里
六
丁
拾
六
間
。

一
、
同
所
よ
り
、
広
瀬
村
通
合
志
郡
境
迄
、
一
里
拾
六
丁
。

一
、
同
所
よ
り
、
妙
見
村
通
合
志
郡
境
迄
、
一
里
三
丁
。

一
、
同
所
よ
り
、
原
村
内
猪
無
田
通
阿
蘇
郡
と
菊
池
郡
の
境
、
水
無
し
川
原
迄
、
四

里
五
丁
三
十
壱
間
。

一
、
同
所
よ
り
、
原
村
内
永
山
通
阿
蘇
郡
と
当
郡
の
境
、
鰐
の
石
迄
、
四
里
三
丁
四

十
四
間
。

一
、
守
山
城
追
手
口
跡
西
覚
寺

前
の
大
道

よ
り
隈
府
切
明
町
構
迄
、
三
百
三
十
八
間
、
同
所
よ
り

御
本
丸
跡
迄
、
千
三
拾
三
間
、
丁
に
し
て
拾
七
丁
半
也
。
堀
の
内
入
口
高
野
瀬
村

内

よ
り
坂

口
迄
、
百
三
間
、
坂
口
よ
り
御
本
丸
跡
迄
、
百
間
、
隈
府
上
町
搆
口
よ
り
堀
内
入
口

迄
、
百
三
拾
三
間
。

一
、
隈
府
上
町
百
拾
五
軒

同
中
町
百
三
拾
壱
軒

同
下
町
七
拾
四
軒

同
横
町
八
拾
軒

同
寺
町
弐
拾
六
軒

同
迎
町
三
拾
五
軒

同
切
明
町
四
拾
弐
軒

同
薮
内
三
拾
八
軒
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町
内
惣
間
数
、
合
五
百
四
拾
間
三

【
註
】

一

「
里
程
」
の
項
、
諸
本
に
よ
り
一
条
欠
落
の
見
ら
れ
る
も
の
、
各
条
の
配
列
に
変
動
の
見
ら
れ
る
も

の
な
ど
あ
る
が
、
煩
雑
に
な
る
た
め
一
つ
一
つ
は
記
さ
な
い
。

二

底
本
、
こ
の
条
の
上
部
余
白
に
「
文
化
の
比
の
側
量
／
に
隈
府
町
よ
り
／
穴
川
迄
に
／
三
里
弐
拾
丁

／
に
定
る
」
と
の
書
き
入
れ
あ
り
。

三

「
町
内
惣
軒
数
、
合
五
百
四
拾
軒
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
軒
数
の
合
計
は
正
し
く
は
五
四
一
軒
と
あ

る
べ
き
。
こ
こ
も
諸
本
に
よ
り
、
軒
数
の
一
条
を
ま
る
ご
と
欠
落
さ
せ
る
も
の
、
惣
軒
数
の
「
間
」
を
「
軒
」

の
字
に
記
す
も
の
、
二
つ
の
「
間
」
字
の
一
方
の
み
「
軒
」
に
記
す
も
の
な
ど
、
異
同
が
多
い
。

【
本
文
】

郡
村

一
、
右
国
郡
郷
村
の
事
、
按
ず
る
に

景
行
天
皇
、
諸
国
の
名
を
立
給
ひ

成
務
天

皇
、
国
郡
の
境
を
立
て
、
又
国
造
を
立
給
ふ
。

元
明
天
皇
国
造
を
国
司
と
改
め
、

郷
村
の
名
を
定
め
給
ふ
一

。
順
和
名
抄
二

に
、
郷
の
名
迄
は
載
た
り
。
昔

王
朝
盛
し

比
迄
は
人
民
多
か
ら
ず
。
ゆ
へ
に
村
は
郷
長
よ
り
統
た
り
三

。
後
は
人
民
多
成
て
、

郷
も
又
益
四

た
り
と
見
ゆ
。
和
名
抄
に
載
ざ
る
郷
名
も
有
。
其
後
、
人
民
弥
増
五

多
な

り
て
、
村
ご
と
に
長
を
立
ら
れ
、
郷
名
入
用
な
ら
ず
六

、
い
つ
と
な
く
郷
の
所
境
し

れ
ざ
る
様
に
成
れ
り
。
王
朝
盛
し
節
は
、
国
司
は
京
よ
り
任
ぜ
ら
れ
て
下
り
、
郡
司

は
其
所
の
人
を
撰
び
任
ぜ
ら
る
。
和
名
抄
に
、
日
本
の
国
は
凡
六
十
六
、
郡
は
五
百

九
拾
八
と
有
七

。
制
度
通
八

に
曰
、
文
献
通
考
四
裔
考
之
内
に
日
本
の
事
を
あ
ら
は
せ

り
。
其
中
に
五
畿
七
道
、
凡
三
千
七
百
十
二
郷
九

、
四
百
一
十
四
駅
、
八
十
八
万
三

千
三
百
弐
拾
九
課
丁
と
有
。
是
は
本
朝
の

一
条
院
の
時
、
宋
大
宗
雍
熙
元
年
一
〇

に
当
る
。
僧
奝
然
、
入
宋
の
時
、
言
上
る
也
と

キ

云
。
余
曰
、
然
れ
ば
此
時
迄
は
村
に
は
長
な
く
、
郷
よ
り
兼
ね
た
り
。
因
て
村
数
を

挙
ず
。
又
、
制
度
通
曰
一
一

、

孝
徳
天
皇
二
年
改
新
の
詔
を
宣
ひ
、
制
法
を
定
ら
る
。

此
時
に
天
下
の
郡
を
三
等
に
次
第
を
立
、
四
拾
里
を
大
郡
と
し
、
三
十
里
以
下
四
里

以
上
を
中
郡
と
し
、
一
里
を
小
郡
と
す
一
二

。
何
れ
も
、
大
領
、
小
領
、
主
計
、
主
帳

等
の
官
有
。
里
と
云
は
、
道
の
り
の
里
に
あ
ら
ず
。
此
時
五
十
戸
を
定
て
一
在
所
と

し
て
、
是
を
一
里
と
云
。
一
里
ご
と
に
長
壱
人
有
て
、
是
を
掌
る
。

文
武
天
皇
大
宝
年
中
に
令
を
定
め
ら
る
ゝ
時
に
は
、
郡
を
五
等
に
分
て
、
二
十
里
以

下
十
六
里
以
上
を
大
郡
と
す
。
十
二
里
以
上
を
上
郡
と
す
。
八
里
以
上
を
中
郡
と
す
。

四
里
以
上
を
下
郡
と
す
。
二
里
以
上
を
小
郡
と
す
。
此
時
も
、
一
里
と
云
は
家
数
五

拾
間
有
所
を
云
。
又
云
、
千
戸
よ
り
八
百
戸
迄
の
所
を
大
郡
と
す
。
六
百
戸
以
上
を
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上
郡
と
す
。
四
百
戸
以
上
を
中
郡
と
す
。
二
百
戸
以
上
、
下
郡
と
す
。
百
戸
以
上

を
小
郡
と
す
。
然
れ
ば
そ
の
か
み
の
郡
と
云
物
は
、
家
十
間
一
三

よ
り
百
間
迄
の
所
と

見
へ
た
り
。
古
、
生
歯
一
四

す
く
な
く
し
て
戸
口
も
多
か
ら
ざ
る
事
、
是
に
て
推
し
る

べ
し
。
今
時
は
少
々
の
聚
落
に
も
戸
数
十
間
に
満
る
所
あ
ま
た
也
。
太
平
日
久
、
古

よ
り
人
民
の
繁
昌
な
る
事
し
る
べ
し
と
云
。
余
曰
、
此
を
以
て
み
る
時
は
、
菊
池
も

古
中
以
上
の
郡
と
見
へ
た
り
。
菊
池
郡
北
辰
一
五

を
去
る
事
三
十
三
度
一
六

、
卯
は
阿
蘇

郡
に
境
ひ
、
辰
巳
午
は
合
志
郡
に
境
ひ
、
酉
戌
亥
は
玉
名
、
山
本
、
両
郡
に
境
ひ
、

子
丑
寅
は
山
鹿
郡
及
び
豊
後
日
田
郡
津
江
山
に
境
。
和
名
抄
に
載
る
所
の
菊
池
郡
の

郷
名
一
七

、
左
に
記
す
。

城
野

今
木
野
と
書
、
今
の

木
野
本
分
の
地
也
。

水
島

辛
家

今
加
恵
と
す
。

夜
関

今
夜
間
と
書
。

子
養

こ
か
い
と
五
か
い
と
清
濁
の
違
ひ
な
れ
ば
、
今
の
五
海
村
子
養
の
転
語

な
ら
ん
歟
。
今
子
養
と
書
村
は
無
之
。

山
門

今
此
郷
名
村
名
な
し
。
考
べ
か
ら
ず
。
若
は
今
の
岩
本
、
又
は
岩
木
山
門

の
転
語
な
ら
ん
歟
。

一
八

ヤ

マ

ト

上
甘

今
の
蟹
穴
村
上
甘(

カ
ミ
ア
マ)

の
転
語
な
ら
ん
か
。
今
上
甘
と
書
村
は
無
之
。

一
九

日
理

今
輪
足
と
書
。
古
記
に
渡
共
か
け
り
。

ワ

タ

リ

柏
原

柏
と
原
と
は
二
ヶ
村
に
て
、
此
両
村
の
間
、
菊
池
川
流
通
る
。
一
村
の

名
と
す
る
は
誤
也
。

右
之
ご
と
く
な
れ
ば
、
今
田
底
の
村
所
二
〇

、
昔
は
多
く
野
に
て
人
家
す
く
な
か
り
し

と
申
伝
る
事
、
実
さ
る
事
な
れ
。
菊
の
池
も
野
中
に
在
し
を
、
則
隆
公
下
向
の
節
に

切
ひ
ら
か
れ
し
事
あ
き
ら
か
也
。

一
、
加
藤
氏
の
代
は
千
石
に
一
大
庄
屋
、
其
大
庄
屋
一
人
の
支
配
分
を
一
組
と
申
せ

し
由
。

一
、
当
御
代
に
手
永
と
云
事
始
る
二
一

。
手
永
は
豊
前
、
豊
後
に
て
申
詞
也
。
彼
国
に

て
は
、
大
庄
屋
、
自
分
支
配
村
を
私
手
永
と
申
す
二
二

。
是
自
分
の
支
配
内
と
云
事
也
。

今

本
藩
の
俗
語
に
手
永
と
云
詞
を
聞
か
ず
二
三

。
只
何
郡
何
手
永
と
云
時
計
に
い
へ

り
。
私
云
、
手
永
、

当
御
代
に
始
れ
ば
前
御
領
分
の
国
語
二
四

に
て
付
給
ひ
た
る
も
の
歟
。
然
る
時
は
手
永

と
云
義
も
支
配
の
意
に
て
両
豊
二
五

に
て
云
、
自
分
支
配
内
の
事
な
る
べ
し
。
ゆ
へ
に

菊
池
に
て
も
惣
庄
屋
杢
左
衛
門
二
六

代
迄
は
、
河
原
杢
左
衛
門
手
永
と
、
手
永
を
惣
庄

屋
の
尻
に
付
て
呼
し
よ
し
承
る
。
然
る
時
は
両
豊
抔
二
七

と
同
意
の
詞
也
。
さ
る
に
い

つ
の
比
よ
り
か
、
手
永
の
文
字
を
惣
庄
屋
の
肩
書
に
何
御
手
永
と
記
て
、
手
永
の
文

字
を
御
上
に
繋
る
様
に
成
た
り
。
按
ず
る
に
、
支
配
と
は
人
の
物
を
預
り
て
さ
ば
く

詞
、
己
が
ま
ゝ
な
ら
ぬ
意
有
二
八

。
御
代
官
所
の
境
木
二
九

共
に
何
某
支
配
所
と
有
、
又

は
御
小
間
物
支
配
役
な
ど
の
類
み
つ
べ
し
。
領
と
は
、
我
物
に
成
切
た
る
詞
、
拝
領

物
な
ど
み
つ
べ
し
。
是
に
て
、
支
配
と
領
と
の
違
明
か
也
。
故
に
御
上
に
か
け
て
い



- 17 -

ふ
時
は
、
何
守
様
御
領
分
と
こ
そ
い
へ
、
何
の
守
様
御
手
永
と
は
い
わ
ず
、
手
永
の

詞
、
御
領
主
様
方
に
か
け
て
云
事
、
未
其
例
を
聞
か
ず
。
是
、
手
永
は
支
配
の
意
な

れ
ば
、
御
領
主
様
方
に
か
け
て
云
は
不
敬
に
は
あ
た
る
間
敷
哉
。
手
永
と
云
は
、
其

組
を
支
配
す
る
惣
庄
屋
な
ど
に
懸
て
い
ふ
こ
そ
相
応
な
ら
ん
。
名
を
正
す
は
政
の
専

務
な
れ
ば
、
か
様
の
事
、
古
の
ご
と
く
、
何
某
手
永
と
呼
た
ら
ば
他
邦
の
人
も
い
ち

は
や
く
合
点
仕
ら
ん
。
い
か
ゞ
。

【
註
】

一

国
郡
郷
村
の
成
立
に
景
行
、
成
務
、
元
明
の
各
天
皇
の
名
を
挙
げ
る
点
は
、
序
文
の
記
述
に
呼
応
す

る
も
の
。
貝
原
好
古
『
大
和
事
始
』
（
天
和
三
年
序
）
巻
一
「
分
国
定
境
」
に
、
「
日
本
紀
に
い
は
く
、

成
務
天
皇
五
年
秋
九
月
、
諸
国
に
令
し
て
以
て
国
郡
に
造
長
を
立
、
…
古
事
記
に
云
、
成
務
天
皇
の
時
、

建
内
宿
禰
、
定
二

賜
国
国
之
境
一

」
、
ま
た
同
書
巻
二
「
国
造
」
に
「
旧
事
記
に
云
、
神
武
天
皇
、
椎
根
津

彦
に
詔
し
て
、
曰
、
汝
迎
引
皇
舟
、
績
を
香
山
の
巓
に
表
せ
り
、
因
て
誉
て
倭
国
造
と
す
、
其
国
造
は
こ

れ
よ
り
し
て
は
じ
ま
れ
り
」
と
し
て
、
「
按
ず
る
に
、
成
務
天
皇
四
年
、
始
て
国
毎
に
国
造
を
置
る
、
国

造
は
県
国
守
の
事
也
、
皇
極
天
皇
の
御
時
、
始
て
国
司
と
改
ら
れ
、
文
武
天
皇
に
至
て
又
国
守
と
改
ら
る
」

と
註
す
る
。
「
国
司
」
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
や
や
理
解
を
異
に
す
る
。

二

平
安
期
の
漢
学
者
、
源
順
の
編
に
な
る
辞
書
『
和
名
類
聚
抄
』
。
元
和
古
活
字
版
で
は
巻
九
に
菊
池

郡
中
の
郷
と
し
て
「
城
野

水
島

辛
家

夜
関

子
養

山
門

上
甘

日
理

柏
原
」
が
記
さ
れ
て

い
る
。

三

村
に
は
村
長
を
立
て
ず
、
郷
の
長
が
統
治
し
た
と
の
意
。「
統
」
は
「
す
ぶ
」
。『
書
言
字
考
節
用
集
』

に
、「
軍
勢
」
を
註
し
て
「
三
略
統
レ

軍
持
レ

勢
者
将
也
…
」
と
あ
る
。

ス
ヘ

ヲ

ヲ

ハ

四

『
増
字

百
倍

早
引
節
用
集
』
に
「
増

益
」
。

ま
す

同

五

「
い
よ
い
よ
増
し
」
も
し
く
は
「
い
と
ど
増
し
」
と
読
む
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
は
「
彌
」
字
に

「
イ
ト
ヾ
」
「
イ
ヨ

く
」
の
訓
み
を
与
え
て
い
る
。

六

『
増
字

百
倍

早
引
節
用
集
』
に
「
入
用
」
。
統
治
の
単
位
が
「
村
」
と
な
り
、
「
郷
」
の
名
が
不
要
と
な
っ

い
り
よ
う

た
と
い
う
こ
と
。

七

『
和
名
類
聚
抄
』
版
本
に
は
こ
の
記
載
な
し
。
こ
の
後
に
出
る
『
制
度
通
』
巻
二
「
州
県
郡
国
の
事
」

に
、
「
源
順
『
和
名
鈔
』
に
の
す
る
所
、
六
十
六
ヶ
国
あ
り
て
、
郡
凡
て
五
百
九
十
八
あ
り
」
と
あ
る
の

に
拠
っ
た
か
。

八

伊
藤
東
涯
の
著
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
自
序
。
版
本
に
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
版
が
あ
る
。

中
国
・
日
本
の
諸
制
度
の
沿
革
を
記
す
。
当
該
箇
所
は
、
『
制
度
通
』
巻
二
「
州
県
郡
国
の
事
」
に
見
え

る
。
な
お
、
『
文
献
通
考
』
は
元
の
馬
端
臨
撰
の
書
。
中
国
の
事
蹟
制
度
を
述
べ
た
も
の
で
、
特
に
宋
代

の
制
度
に
詳
し
い
。
当
該
箇
所
は
巻
三
百
二
十
四
に
「
奝
然
書
曰
」
と
し
て
記
さ
れ
る
。
奝
然
（
九
三
八
－
一

〇
一
六

）
は
東
大
寺
の
僧
。
永
観
元
年
（
九
八
三
）
に
入
宋
を
果
た
し
て
い
る
。

九

『
制
度
通
』
『
文
献
通
考
』
と
も
、
「
三
千
七
百
七
十
二
郷
」
。
『
菊
池
風
土
記
』
諸
本
は
底
本
に
同

じ
。

一
〇

宋
の
雍
熙
元
年
は
九
八
四
年
。
永
観
二
年
に
あ
た
る
。
だ
が
、
一
条
天
皇
の
即
位
は
正
し
く
は
九

八
六
年
。

一
一

以
下
「
繁
昌
な
る
こ
と
し
る
べ
し
」
ま
で
、
同
じ
く
『
制
度
通
』
巻
二
「
州
県
郡
国
の
事
」。
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一
二

『
制
度
通
』
で
は
「
三
里
を
小
郡
と
す
」
と
記
す
。
東
洋
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
本
と
も
、
底
本
に

同
じ
く
「
一
里
」
と
す
る
。
熊
本
県
立
図
書
館
本
・
大
江
田
家
本
は
、
本
分
に
脱
落
や
欠
損
が
あ
り
比
較

で
き
な
い
。

一
三

『
制
度
通
』
で
は
「
千
間
」
。
『
菊
池
風
土
記
』
諸
本
い
ず
れ
も
「
十
間
（
も
し
く
は
十
軒
）
」
。

一
四

当
年
に
生
ま
れ
た
子
供
の
意
か
ら
転
じ
て
、
人
民
、
人
口
の
意
。『
周
礼
』
秋
官
司
寇
の
「
司
民
」

に
、「
掌
レ

登
二

万
民
之
数
一

、
自
二

生
歯
一

以
上
、
皆
書
二

於
版
一

」

一
五

北
極
星
の
こ
と
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
北
辰
」
と
し
て
、
「
朱
子
ノ
云
、
北
辰
ハ
北
極
天

ホ
ク
シ
ン

之
枢
也
、
其
所
ニ
居
テ
動
カ
ズ
、
衆
星
四
面
ヲ
旋
繞
シ
テ
之
ニ
帰
キ
向
フ
」
（
原
漢
文
）
と
註
す
。

一
六

北
緯
三
十
三
度
。
本
多
利
明
『
西
域
物
語
』
（
寛
政
十
年
成
る
）
に
は
「
夫
我
日
本
国
は
、
…
赤

道
以
北
三
十
一
度
よ
り
四
十
一
度
の
間
に
所
在
し
て
…
」
と
あ
り
、
北
緯
の
認
識
が
あ
る
程
度
は
広
ま
っ

て
い
た
。
ま
た
、
西
川
如
見
『
日
本
水
土
考
』
（
享
保
五
年
、
茨
木
多
左
衛
門
版
）
に
は
、
「
九
州
ノ

従
二リ

三
十
四
度
豊
前
ノ

小
倉

至
二

三
十
二
度
或
ハ

三
十
一
度
一
薩
摩

南
辺

」
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
お
お
よ
そ
三
十
三
度
と

ル

ニ

の
認
識
も
も
ち
得
た
と
思
わ
れ
る
。

一
七

註
二
参
照
。

一
八

底
本
、「
山
門
」
の
左
訓
に
「
ヤ
マ
キ
」
と
振
る
。

一
九

底
本
、
貼
紙
に
「
肥
後
地
志
ニ

上
耳
／
亘
理

ト
有
」。

二
〇

現
在
の
熊
本
市
北
区
植
木
町
田
底
。
菊
池
市
西
部
に
隣
接
す
る
。

二
一

こ
こ
で
い
う
「
当
御
代
」
は
前
項
の
加
藤
氏
支
配
の
時
代
に
対
し
て
、
細
川
氏
統
治
下
の
時
代
を

指
す
か
。
行
政
単
位
と
し
て
の
「
手
永
」
は
、
肥
後
に
お
い
て
は
寛
永
年
間
以
降
に
順
次
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
。

二
二

花
岡
興
輝
『
近

世

大
名
の

領
国
支
配
の
構
造
』
に
は
、
寛
永
十
一
年
八
月
の
玉
名
郡
下
小
田
村
「
貴
理
師

旦
宗
門
御
改
と
付
而
仕
上
書
物
之
事
」
奥
書
の
「
私
手
永
中
念
を
入
相
改
申
候
」
と
の
例
（
二
〇
頁
）
が

記
さ
れ
て
い
る
。

二
三

「
俗
語
」
は
一
般
通
用
の
語
、
あ
る
い
は
そ
の
土
地
で
の
慣
用
的
な
言
い
方
の
意
。
こ
こ
で
は
、

「
手
永
」
の
語
を
「
支
配
」
の
意
味
で
用
い
る
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
の
意
味
。

二
四

細
川
氏
の
前
領
国
で
あ
っ
た
豊
前
の
国
の
こ
と
ば
。

二
五

豊
前
・
豊
後
の
両
国
。

二
六

「
原
村
井
手
」
註
六
参
照
。

二
七

「
等
」
に
同
じ
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
、「
抔
本
朝
語
之
辞
○

今
按
宜
用
等
字

等
」
。

ナ
ド

同

二
八

「
支
配
」
の
語
が
、
私
的
な
意
図
の
も
と
に
、
も
の
ご
と
を
左
右
す
る
意
味
で
は
な
い
こ
と
を
説

く
。
「
支
配
」
の
原
義
が
、
『
日
葡
辞
書
』
が
記
す
よ
う
に
、
「
物
を
配
る
、
食
糧
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
な
人

へ
分
配
す
る
こ
と
（O

distribuir
algũacousa,

ou
repartir

por
varias

pessoas,
com

o
m

antim
entos,

etc.

）」
で
あ
る
点
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
妥
当
な
理
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二
九

国
の
境
な
ど
に
目
印
と
し
て
植
え
ら
れ
た
木
。
太
多
全
斎
『
俚
言
集
覧
』
に
、
「
境
木
」
を
註
し

て
「
国
の
さ
か
ひ
に
木
を
植
お
き
て
両
国
の
隔
の
験
と
す
」。

【
本
文
】河

原
手
永
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正
観
寺
村

黒
壌
一

。

高
五
百
弐
石
余
。

東
は
輪
足
、
西
は
隈
府
、
南
は
大
林
寺
、
北
は
土
豊
水
。
河
原
手
永
会
所
有
。
此
村

往
古
、
菊
池
城
院
有
し
時
、
通
ふ
道
村
内
也
。
依
て
、
往
古
は
馬
場
村
と
云
。
院
馬

場
二

を
略
し
て
名
付
た
る
べ
し
、
菊
池
氏
の
時
に
至
、
正
観
寺
建
て
、
後
は
古
名
す

た
れ
て
正
観
寺
村
と
呼
、
此
村
米
粟
よ
ろ
し
、
農
具
材
木
を
取
出
す
者
多
し
。

隈
府

黒
壌
。

高
七
百
壱
石
余
。

東
は
正
観
寺
、
西
は
立
石
、
南
は
北
原
三

、
北
は
高
野
瀬
。
御
高
札
四

有
。
此
町
今
の

所
に
移
る
時
、
正
観
寺
、
高
野
瀬
よ
り
地
を
割
出
し
て
隈
府
分
に
せ
し
と
申
伝
。
古

の
町
は
今
の
古
町
田
西
五

に
懸
て
有
し
と
な
り
。

輪
足
村

黒
赤
彊
＊
錯
六

。

土
性
強
、
上
地
也
。
高
四
百
八
石
余
。
四
拾
五
石
余
、
築
地
村

マ

ツ
チ

マ
シ
ハ
ル

也
。
東
は
木
庭
村
、
西
は
正
観
寺
、
南
は
片
角
之
内
に
当
る
。
北
は
土
豊
水
。
上
御

簗
場
、
此
村
内
之
築
地
村
に
有
。
御
仕
置
も
此
所
に
て
有
レ

之
。
米
粟
大
宜
し
。

片
角
村

高
弐
百
四
拾
弐
石
余
。
南
今
村
、
川
越
也
。
西
北
宮
、
北
正
観
寺
村
。
烟
艸
に
よ
ろ

し
。

土
豊
水
村

ト

リ

ウ

ヅ

赤
彊
＊
。

高
百
九
拾
六
石
余
。

東
は
平
野
、
西
は
西
迫
間
、
南
は
輪
足
、
北
は
雪
野
。

平
野
村

赤
彊
＊
。

高
弐
百
三
石
余
。

東
は
原
村
之
内
、
左
野
川
越
也
。
西
は
東
迫
間
、
南
は
木
庭
、
川
越
也
。
北
は
雪
の
。

大
柿
村

赤
彊
＊
。

高
百
拾
八
石
余
。

東
は
原
村
内
、
佐
野
川
越
也
。
西
土
豊
水
、
南
木
庭
、
川
越
也
。
北
は
雪
野
。

雪
野
村
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赤
彊
＊
。

上
地
也
。
高
三
百
五
拾
四
石
余
。

ア

カ

マ

ツ

チ

東
は
生
味
内
道
園
、
西
は
西
迫
間
内
市
之
瀬
、
南
は
平
野
、
北
は
染
土
。
米
粟
、
麻

苧
七

大
宜
し
。
此
宮
山
大
竹
を
生
ず
。

東
迫
間
村

彊
＊
赤
黒

錯

。

高
弐
百
七
拾
六
石
余
。

マ
シ
ワ
ル

東
は
土
豊
水
、
南
は
高
野
瀬
、
北
は
西
迫
間
、
西
は
同
村
内
、
川
越
。
麻
苧
、
梶
八

よ
ろ
し
、
農
具
細
工
之
者
多
し
。

西
迫
間
村

黒
彊
＊
。

高
弐
百
五
拾
三
石
余
。
五
拾
七
石
余
、
市
野
瀬
。

東
南
は
東
迫
間
、
川
を
境
と
す
。
西
は
玉
祥
寺
、
稗
方
、
北
は
白
木
。

伊
倉
村

彊
＊
。

高
百
六
拾
四
石
余
。

東
は
生
味
内
滝
村
、
南
は
原
村
内
鍋
倉
、
西
は
平
野
、
北
は
生
味
内
道
園
。

【
註
】

一

土
壌
が
黒
土
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

二

底
本
「
院
場
」
。
諸
本
に
よ
り
改
む
。

三

諸
本
と
も
「
北
原
」
だ
が
、
北
宮
で
あ
ろ
う
。

四

法
令
や
禁
令
な
ど
を
記
し
た
板
札
。

五

日
本
歴
史
地
名
大
系
『
熊
本
県
の
地
名
』
に
よ
れ
ば
、
隈
府
切
明
口
よ
り
西
の
大
道
。
隈
部
氏
が
佐

々
成
政
に
敗
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
今
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。

六

以
下
の
＊
に
は
「
鑒
」
字
の
「
金
」
を
「
木
」
に
置
き
換
え
た
字
「
カ
ン
」
が
入
る
。
漢
語
「
キ
ョ

ウ
カ
ン
」
は
『
周
礼
』
巻
十
六
・
司
徒
教
官
之
職
「
草
人
」
に
「
彊
＊
用
レ

蕡
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
註

に
「
彊
＊
、
彊
堅
者
」
と
す
る
。
ま
た
『
礼
記
』
月
令
に
耕
地
の
管
理
法
に
ふ
れ
る
中
で
「
可
三

以
糞
二

田

疇
一

可
三

以
美
二

土
彊
一

」
（
季
夏
）
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
註
に
「
土
彊
、
強
＊
之
地
」
、
ま
た
孔
穎
達
の
疏

に
「
彊
者
彊
＊
磊
磈
難
耕
之
地
」
と
あ
る
よ
う
に
「
耕
し
が
た
い
ほ
ど
堅
い
土
地
」
の
意
。
か
つ
、「
磊
」

字
は
石
の
多
い
様
を
表
す
た
め
、
京
都
大
学
清
家
文
庫
蔵
『
月
令
抄
』
で
は
、
「
土
彊
ト
ハ
石
ダ
ラ
ケ
ニ

テ
鋤
ノ
入
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
ル
薄
田
ヲ
云
」
と
解
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
漢
語
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ

り
、
日
本
語
の
「
マ
ツ
チ
」
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
一
方
、
ふ
り
が
な
に
あ

る
「
マ
ツ
チ
」
は
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』argillosus

の
項
に
、「N

ebaqitçuchi,l,m
atçuchino

tacusan
naru

tocoro.

（
粘
き
土
、
も
し
く
は
マ
ツ
チ
の
た
く
さ
ん
な
る
所
）
」
と
あ
り
、argillosus

の
語
義
か
ら
も
粘

土
質
の
土
壌
を
さ
す
よ
う
だ
が
、
所
謂
「
粘
き
土
」
と
「
マ
ツ
チ
」
と
の
違
い
が
明
確
で
は
な
い
。
本

邦
最
古
の
農
書
と
さ
れ
る
『
親
民
鑑
月
集
』（
戦
国
時
代
伊
予
の
武
将
、
土
居
清
良
の
一
代
記
『
清
良
記
』

の
巻
七
）
「
土
、
上
中
下
三
段
幷
九
段
、
付
十
八
段
の
事
」
に
「
真
土
と
言
は
、
本
色
赤
き
物
に
し
て
、

重
き
土
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
土
質
が
重
く
堅
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
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七

か
ら
む
し
。
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
九
十
四
「
湿
草
類
」
に
、
「
苧
麻
（
か
ら
む
し
／
ま

を
）
」
を
挙
げ
、
「
人
、
其
（
根
）
の
皮
を
剝
き
取
り
、
竹
を
以
て
其
の
表
を
刮
ぐ
に
、
厚
き
処
自
ら
脱

こ
そ

げ
、
裏
の
筋
の
如
く
な
る
者
を
得
。
之
を
煮
て
用
て
布
に
緝
ぐ
」（
原
漢
文
）
と
。

つ
む

八

『
易
林
本
節
用
集
』
「
加
」
の
草
木
門
に
「
梶
」
。
今
坂
正
哉
『
菊
池
風
土
記
』
が
下
河
原
村
の
所

カ
ヂ

で
、
こ
の
語
を
「
楮
」
と
訳
し
て
い
る
よ
う
に
、
和
紙
の
原
料
と
し
て
言
及
し
た
も
の
。
貝
原
益
軒
『
大

和
本
草
』
巻
十
「
楮
」
に
は
、「
紙
を
漉
く
木
、
一
名
か
う
ぞ
、
一
名
か
ぢ
の
木
」
と
あ
り
、
本
来
、「
梶
」

と
「
楮
」
は
別
種
の
木
で
は
あ
る
が
、
「
カ
ヂ
」
と
「
カ
ウ
ゾ
」
と
は
通
用
し
て
い
た
ら
し
い
。

【
本
文
】

生
味
村

彊
＊
。

高
弐
百
九
拾
五
石
余
。

東
は
原
村
内
、
戸
四
郎
村
、
西
は
雪
野
、
南
は
鍋
倉
、
北
は
斑
蛇
口
村
、
御
高
札
有
。

村
内
之
観
音
嶽
、
石
細
工
に
宜
敷
美
石
出
る
。

原
村

黒
壌
。

高
四
百
四
石
余
。

東
北
は
豊
後
津
江
木
地
屋
村
、
北
は
同
程
野
村
、
南
は
四
丁
分
、
西
は
木
庭
村
。
此

村
内
に
菊
池
川
之
源
広
河
原
あ
り
。
此
村
に
て
菊
池
苔
も
拵
る
。

ト

四
丁
分
村

彊
＊
。

高
弐
百
七
石
余
往
古

下
谷

、
百
六
拾
九
石
余
往
古

上
谷

。
一

姫
井
村

彊
＊
。

高
百
拾
石
余
。

東
は
鞍
嶽
、
南
は
岩
本
、
西
は
河
原
、
北
は
四
丁
分
。
も
や
し
名
物
也
。

岩
本
村

黒
壌
。

高
三
百
六
拾
石
余
。

南
は
合
志
郡
小
原
、
平
村
、
西
は
伊
萩
、
東
は
姫
井
、
北
は
下
河
原
、
種
子
宜
し
。

伊
萩

又
岩
木
共
書

黒
壌
。

高
七
百
四
拾
七
石
余
。

東
合
志
郡
平
村
、
南
は
同
妻
越
村
、
西
は
上
妙
見
、
北
下
河
原
。
種
子
よ
ろ
し
。

下
河
原
村
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彊
＊
。

高
九
百
三
拾
九
石
余

東
は
姫
井
、
南
は
今
村
、
西
は
藤
田
、
北
木
庭
、
昔
は
河
原
村
と
云
。
慶
安
年
中
始

て
下
河
原
と
号
す
。
蘿
葍
二

名
物
な
り
。
種
子
、
梶
宜
し
。
先
年
、
ね
り
ま
、
み
や

し
げ
三

と
て
二
種
蘿
葍
の
た
ね
御
渡
有
之
。
当
村
杢
左
衛
門
、
御
惣
庄
屋
役
勤
し
以

来
、
当
村
手
永
の
名
と
成
申
候
。

藤
田
村

彊
＊
。

高
弐
百
六
拾
八
石
余
。

東
は
河
原
、
南
は
今
村
、
西
は
片
角
、
川
越
也
。
北
は
木
庭
、
牛
房
名
物
也
。

木
庭
村

彊
＊
。

高
弐
百
弐
拾
石
余
。

東
は
河
原
、
南
は
藤
田
、
西
は
築
地
、
川
越
也
。
北
は
佐
野
村
。

今
村

彊
＊
。
高
三
百
五
拾
四
石
余
。

東
は
河
原
、
南
は
赤
ほ
し
、
北
は
藤
田
、
西
片
角
、
川
越
也
。

上
妙
見
村

赤
彊
＊
。

高
弐
百
弐
拾
七
石
余
。

東
は
岩
木
、
北
は
河
原
、
南
は
妙
見
、
西
は
赤
星
。
米
粟
宜
し
。

【
註
】

一

『
肥
後
国
志
』
巻
六
・
菊
池
郡
河
原
手
永
の
部
に
、
四
町
分
村
が
二
箇
所
に
分
け
て
記
載
さ
れ
る
こ

と
に
対
応
す
る
。
「
高
二
百
七
石
余
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
方
は
、
「
総
谷
村
・
塚
原
村
・
中
園
村
・
麦

田
村
・
長
山
村
等
ノ
小
村
ア
リ
」
と
さ
れ
、
こ
ち
ら
が
か
つ
て
下
谷
と
称
せ
ら
れ
た
地
域
、
一
方
「
高
百

六
十
九
石
余
」
と
記
さ
れ
る
方
は
「
平
山
ト
云
小
村
ア
リ
」
と
さ
れ
、
こ
ち
ら
が
上
谷
地
域
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

二

大
根
の
こ
と
。
『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
は
、
「
萊
菔
（
ラ
フ
）
」
「
蘿
蔔
」
「
蘆
菔
」
と
の
表
記
が
見

ら
れ
る
。『
易
林
本
節
用
集
』「
良
」
の
草
木
門
に
「
蘿
菔
大根

」
。

ラ

フ

三

「
ね
り
ま
」
「
み
や
し
げ
」
と
も
に
大
根
の
品
種
。
練
馬
大
根
は
、
菊
岡
沾
凉
『
続
江
戸
砂
子
温
故

名
跡
志
』（
享
保
二
十
年
刊
）
巻
一
「
江
府
名
産
」
に
「
煉
馬
大
根
」
が
あ
り
、「
此
地
の
大
根
名
産
也
。

青
み
す
く
な
く
苦
辛
の
味
ひ
な
し
。
大
き
な
る
は
尺
二
三
寸
周
八
九
寸
、
周
は
常
也
。
味
ひ
よ
ろ
し
く

尾
州
宮
重
に
同
じ
」
と
す
る
。
同
書
に
も
名
の
上
が
る
宮
重
大
根
は
、
現
愛
知
県
清
須
市
宮
重
の
特
産
。

貞
享
三
年
十
二
月
、
寂
照
（
知
足
）
宛
て
芭
蕉
書
簡
に
「
貴
墨
、
殊
更
御
国
名
物
の
宮
重
大
根
弐
本
、

芳
慮
に
懸
け
ら
れ
忝
く
、
尤
も
賞
翫
仕
る
べ
く
候
」
（
原
漢
文
）
と
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
尾
州
鳴
海
の

寂
照
か
ら
の
宮
重
大
根
は
「
御
国
名
物
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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【
本
文
】

妙
見
村

赤
彊
＊
。

高
弐
百
弐
拾
七
石
余
。

東
は
上
妙
見
、
南
は
合
志
郡
住
吉
、
西
は
赤
星
、
北
は
今
村
。
米
粟
よ
ろ
し
。

赤
星
村

赤
彊
＊
。

高
千
石
余
。

東
は
妙
見
、
南
は
出
田
、
西
は
村
田
、
川
越
也
。
北
は
北
宮
。
米
粟
よ
ろ
し
。

出
田
村

黒
壌
。

高
千
弐
百
五
拾
壱
石
余
。

東
は
妙
見
、
西
は
広
瀬
、
北
は
村
田
、
南
は
合
志
郡
、
富
納
。
此
村
農
業
の
一

隙
に

蓑
を
作
る
。
烟
艸
よ
ろ
し
。

広
瀬
村

黒
壌
。

高
百
四
拾
石
余
。
五
百
七
拾
七
石
余
、
広
瀬
古
閑
。

東
は
出
田
、
南
は
木
柑
寺
、
西
は
広
瀬
古
閑
、
川
越
也
。
北
は
村
田
、
烟
艸
よ
ろ
し
。

木
柑
子
村

黒
壌
。

高
五
百
四
拾
五
石
余
。

東
は
出
田
、
南
は
合
志
郡
板
井
、
西
は
夜
間
、
北
は
大
塚
。

大
塚
村

黒
壌
。

高
百
拾
四
石
余
。

東
は
木
柑
寺
、
南
同
、
北
は
広
瀬
古
閑
、
西
は
新
古
閑
。

夜
間
村

彊
＊
。

高
五
百
拾
五
石
余

東
は
木
柑
子
、
南
は
合
志
郡
板
井
内
岩
瀬
、
西
は
宮
園
、
北
は
新
古
閑
。
烟
草
名
物

也
。

宮
園
村

彊
＊
。

上
地
也
。
高
弐
百
三
石
余
。

東
は
新
古
閑
、
南
は
合
志
郡
板
井
、
西
は
菰
入
、
北
は
甲
佐
町
。
米
粟
よ
ろ
し
。
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甲
佐
町
村

彊
＊
。

高
七
百
四
拾
四
石
余
。

マ

ツ

チ

東
は
南
古
閑
、
南
は
菰
入
、
北
は
五
海
、
西
は
高
島
。

新
古
閑
村

黒
壌
。

高
四
百
弐
拾
四
石
余
。

東
は
広
瀬
古
閑
、
西
は
南
古
閑
、
南
宮
園
、
北
は
西
寺
。

右
村
合
三
拾
弐
ヶ
村
。
惣
高
壱
万
三
千
六
百
三
拾
石
七
升
八
合
壱
勺
三
才
。

【
註
】

一

底
本
「
農
業
の
の
」
。
諸
本
に
よ
り
改
む
。

【
本
文
】深

川
手
永

袈
裟
尾
村

彊
＊
。

高
九
拾
九
石
余
。

東
は
玉
祥
寺
、
南
は
立
石
、
西
は
山
崎
、
北
は
稗
方
。
米
粟
よ
ろ
し
。
深
川
手
永
会

所
有
。

玉
祥
寺
村

同
。

高
百
弐
拾
三
石
余
。

東
は
西
迫
間
、
南
は
高
野
瀬
、
隈
府
、
川
越
也
。
西
は
袈
裟
尾
、
北
は
稗
方
。
米
粟

宜
し
。
此
村
、
大
水
車
有
。
村
々
大
工
水
車
に
工
一

也
。
此
村
、
昔
は
西
迫
間
内
。

玉
祥
寺
出
来
て
後
、
別
に
村
名
と
な
る
。

高
野
瀬
村

彊
＊
。
土
性
強
く
上
地
也
。
高
百
四
拾
四
石
余
。

東
は
正
観
寺
、
西
は
隈
府
、
北
は
玉
祥
寺
、
米
粟
宜
し
。

大
林
寺
村

黒
壌
。
田
多
畠
少
。
高
弐
百
六
拾
四
石
余
。

東
は
正
観
寺
、
南
は
北
宮
、
西
は
西
寺
、
北
袈
裟
尾
、
川
越
也
。
立
石
村
二

は
懸
内
三
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箕
を
作
る
。

北
宮
村

彊
＊
。
田
多
畠
少
。
高
百
九
拾
壱
石
余
。

東
は
片
角
、
西
は
深
川
、
北
大
林
寺
、
南
菊
池
川
。
按
る
に
、
此
村
以
前
は
深
川
歟
、

片
角
内
な
ら
ん
。
北
宮
御
勧
請
四

の
後
、
別
に
村
分
れ
た
り
。
米
粟
よ
ろ
し
。

深
川
村

黒
壌
。
田
多
畠
少
。

高
三
百
七
拾
五
石
余
。

東
は
北
宮
、
南
は
村
田
、
西
は
西
寺
、
北
は
大
林
寺
、
南
は
疆
＊
。
米
よ
ろ
し
。
深

川
文
右
衛
門
、
惣
庄
屋
役
勤
し
よ
り
、
今
以
手
永
の
名
と
成
る
。
下
御
簗
、
此
村
内

に
有
。

村
田
村

彊
＊
。
田
多
畠
少
。

高
弐
百
四
拾
八
石
余
。

東
は
赤
星
、
川
越
也
。
南
出
田
、
菊
池
川
限
。
西
は
広
瀬
古
閑
、
北
は
深
川
。
米
粟

よ
ろ
し
。上

西
寺
村

黒
壌
。

高
千
六
拾
九
石
余
。

下
西
寺
村

黒
壌
。

高
八
百
四
拾
七
石
余
。

東
は
深
川
、
南
は
広
瀬
、
西
は
蟹
穴
、
北
は
野
間
口
。
下
地
也
。
米
多
砕
あ
し
。
瓜
、

茄
子
に
よ
ろ
し
。

霊
感
院
様
五

、
両
度
御
成
有
之
、
佐
藤
形
助
方
御
本
陣
に
成
る
。

野
間
口
村

同
。

高
七
百
六
拾
八
石
余
。

東
は
隈
府
、
南
は
西
寺
、
西
は
蟹
穴
、
北
は
袈
裟
尾
、
山
崎
、
川
越
也
。
瓜
類
に
よ

ろ
し
。
尤
此
村
懸
内
神
来
村
、
彊
＊
に
し
て
米
粟
よ
ろ
し

ヲ

ト

ヽ

蟹
穴
村

黒
彊
＊
。
畠
少
、
沼
田
の
下
田
六

多
し
。

高
百
六
拾
石
余
。

東
は
野
間
口
、
南
甲
佐
町
、
西
は
羽
根
木
、
北
は
水
次
、
川
越
也
。
土
地
、
羽
根
木
、
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西
郷
、
五
海
と
入
交
。
茄
子
に
宜
し
。
早
作
て
多
売
出
す
。
此
村
、
大
工
多
し
。

羽
根
木
村

同
。

畠
少
、
沼
、
下
田
多
。

高
弐
百
弐
拾
三
石
余
。

東
は
蟹
穴
、
南
は
五
海
、
西
は
西
郷
、
北
は
荒
牧
。
地
方
、
蟹
穴
、
西
郷
、
五
海
入

交
る
。

【
註
】

一

『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
工

」
。
こ
こ
は
「
巧
み
」
の
意
で
、
形
容
動
詞
的
な
用
法
で
あ
ろ
う
。

タ
ク
ミ

二

当
時
、
大
林
寺
村
の
者
が
立
石
村
の
庄
屋
を
兼
ね
て
い
た
た
め
、
独
立
し
て
立
項
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
（
『
熊
本
県
の
地
名
』
「
立
石
村
」
の
項
、
参
照
）。

三

「
懸
内
」
は
、
そ
の
区
域
内
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
『
時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編
』
が

「
血
縁
や
地
縁
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
係
累
」
の
意
の
例
と
し
て
掲
げ
る
京
都

大
学
清
家
文
庫
蔵
抄
者
未
詳
六
冊
本
『
三
略
抄
』
三
（
五
丁
表
）
の
「
其
国
其
郡
リ
其
懸
ヨ
リ
出
ヅ
ル
処

ノ
士
卒
ヲ
郷
戸
籍
ニ
ア
ワ
セ
テ
点
撿
シ
テ
、
出
ル
カ
出
デ
ヌ
カ
ヲ
知
テ
、
催
促
ス
ル
ゾ
」
（
「
か
か
り
【
懸

・
掛
】
」
項
）
が
用
法
と
し
て
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
行
政
単
位
よ
り
も
小
規
模
の
区
域
を
指
す
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

四

『
肥
後
国
志
』
「
北
宮
村
」
項
「
北
宮
大
明
神
」
の
解
説
に
引
く
「
社
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
後
円
融

帝
、
永
和
四
年
八
月
、
菊
池
家
十
六
代
肥
後
守
武
政
、
阿
蘇
北
ノ
宮
ヲ
勧
請
ス
」
と
あ
り
、
『
菊
池
温

故
』
巻
二
な
ど
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

五

細
川
重
賢
の
院
号
。

六

瘦
せ
た
田
。

【
本
文
】

西
郷
村

同
。

畠
少
、
下
沼
田
多
。

高
弐
百
八
拾
七
石
余
。

東
は
羽
根
木
、
南
は
五
海
、
西
は
加
恵
、
北
は
荒
牧
。
地
方
一

、
羽
根
木
、
五
海
、

蟹
穴
入
交
る

五
海
村

黒
彊
＊
。

高
三
百
四
拾
五
石
余
。

東
は
蟹
穴
、
南
は
甲
佐
町
、
菰
入
、
西
は
加
恵
、
北
は
羽
根
木
、
西
郷
。

菰
入
村

同
。

高
三
百
六
拾
九
石
余
。
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東
は
宮
園
、
南
は
板
井
、
西
は
高
島
、
北
は
五
海
。

高
島
村

同
。

高
五
百
三
拾
石
余
。

東
は
菰
入
、
南
は
合
志
郡
林
原
、
菊
池
川
限
、
合
志
郡
境
、
西
は
迫
間
川
限
、
玉
名

郡
境
、
北
は
加
恵
村
。

加
恵
村

同
。

高
五
百
四
拾
八
石
余
。

東
は
五
海
、
南
は
高
島
、
西
は
か
ぢ
屋
川
限
、
北
は
高
田
。
米
粟
宜
し
。

高
田
村

同
。
畠
少
、
下
田
多
。

高
五
百
六
拾
三
石
余
。

東
は
荒
牧
、
南
は
加
恵
、
西
は
玉
名
郡
袋
田
、
北
は
寺
町
、
辺
田
。

荒
牧
村

同
。
畠
少
し
。

高
四
百
壱
石
余
。

東
南
は
羽
根
木
、
西
は
高
田
、
北
は
流
川
、
辺
田
。

山
崎
村

同
。
畠
多
。

高
百
五
拾
九
石
余
。

東
袈
裟
尾
、
南
は
野
間
口
、
西
は
水
次
、
北
は
堀
切
、
西
瓜
名
物
也
。

水
次
村

黒
彊
＊
又
黒
壌
有
。
畠
少
、
沼
田
多
。

高
四
百
五
石
余
。

東
は
山
崎
、
南
は
野
間
口
、
蟹
穴
、
西
は
岡
田
、
北
は
本
分
。
女
、
績
二

を
能
す
る

者
多
し
。岡

田
村

黒
壌
。
畠
多
、
沼
田
多
。

高
弐
百
六
拾
五
石
余
。

東
は
水
次
、
西
は
流
川
、
北
は
本
分
、
南
は
迫
間
川
。

流
川
村

同
。

畠
多
。

高
三
百
弐
石
余
。

東
は
岡
田
、
南
は
荒
牧
、
西
は
辺
田
、
北
は
本
分
。
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【
註
】

一

村
境
な
ど
、
村
の
周
辺
域
を
指
す
か
。

二

紡
績
。

【
本
文
】

辺
田
村

黒
壌
、
軽
脆
。

高
四
百
九
拾
六
石
余
。

東
は
流
川
、
南
は
高
田
、
西
は
水
島
、
北
は
本
分
、
女
能
績
す
。

水
島
村

彊
＊
。
田
地
少
。
高
百
三
拾
四
石
余
。

東
は
辺
田
、
南
は
寺
町
、
西
は
玉
名
郡
鍛
冶
屋
村
、
北
は
本
分
、
木
野
川
此
所
に
出

る
。
玉
名
、
山
鹿
の
郡
境
也
。

寺
町
村

同
。

田
地
多
。

高
五
拾
八
石
余
。

東
は
辺
田
、
荒
牧
、
南
は
高
田
、
西
は
か
ぢ
屋
川
、
玉
名
郡
境
、
北
は
水
島
。

瀬
戸
口
村

同
、
灰
土
錯
る
。
畠
多
。

高
弐
百
壱
石
余
。

東
南
は
辺
田
、
水
島
、
西
は
木
野
川
、
山
鹿
郡
境
、
北
は
本
分
。
米
粟
よ
ろ
し
。

木
野
本
分
村

木
船
、
あ
だ
か
、
堤

一

彊
＊
、
又
灰
土
。
沼
も
有
。

高
九
百
八
拾
九
石
余
。

本
分
村

同
。

高
七
百
七
石
余
。

東
は
木
山
、
米
原
、
南
水
次
、
岡
田
、
西
は
山
鹿
郡
庄
村
、
石
淵
、
木
野
川
、
北
は

山
鹿
郡
下
永
野
田
畠
、
木
山
、
米
原
、
道
場
、
大
林
、
竜
徳
、
池
田
入
交
る
。
此
小

村
の
黒
蛭
、
堀
切
、
梶
に
よ
ろ
し
。
高
札
場
有
。
按
る
に
、
今
、
竜
徳
、
木
山
、
道

場
辺
、
木
野
谷
と
い
へ
ど
も
、
往
昔
の
城
野
二

と
申
せ
し
は
木
野
本
分
の
事
な
る
べ

し
。
木
野
大
明
神
三

も
黒
蛭
村
に
有
。
是
、
其
証
也
。
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宮
原
村

彊
＊
。

高
弐
百
九
拾
壱
石
余
。

東
は
阿
佐
古
、
南
は
池
田
、
西
北
は
山
鹿
郡
永
野
。
米
粟
よ
ろ
し
。

阿
佐
古
村

同
。

沼
有
。
高
弐
百
七
拾
七
石
余
。

東
は
白
木
、
南
は
池
田
、
西
は
宮
原
、
北
は
山
鹿
郡
永
野
。
米
よ
ろ
し
。

池
田
村

砂
彊
＊
。

高
弐
百
九
石
余
。

ス

ナ

マ

ツ

チ

東
は
白
木
、
南
は
竜
徳
、
西
は
宮
原
、
北
は
阿
佐
古
。
米
よ
ろ
し
。
楮
、
蜜
柑
を
能

仕
立
る
。
田
畠
入
交
る
。

竜
徳
村

砂
彊
＊

高
弐
百
六
拾
石
余
。

東
は
道
場
、
南
は
木
山
、
西
は
本
分
、
北
は
池
田
。
米
よ
ろ
し
。
楮
を
能
し
た
つ
る
。

道
場
村

同
。

高
百
九
拾
弐
石
余
。

東
は
大
林
、
南
は
木
山
、
西
は
竜
徳
、
北
は
池
田
。
米
よ
ろ
し
。
楮
を
能
仕
立
る
。

【
註
】

一

村
名
の
下
に
小
字
で
列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小
村
名
で
あ
ろ
う
。
後
掲
「
斑
蛇
口
村
」
参
照
。

二

源
順
『
和
名
類
聚
抄
』
の
記
す
、
肥
後
菊
池
郡
の
「
城
野
」
郷
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

本
書
（
『
菊
池
風
土
記
』）
の
巻
三
に
記
す
「
黒
蛭
大
明
神
」。

【
本
文
】

大
林
村

彊
＊
。

高
弐
百
三
拾
三
石
余
。

東
は
白
木
、
南
は
薭
方
、
西
は
木
山
。
米
宜
し
。
楮
を
能
仕
立
る
。

木
山
村

彊
＊
。

高
四
百
七
石
余
。

東
は
大
林
、
西
は
木
野
、
本
分
、
南
は
米
原
、
北
は
道
場
、
竜
徳
。
此
所
、
真
土
の
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中
に
も
格
別
強
し
と
云
。

米
原
村

砂
彊
＊
。

高
三
百
拾
九
石
余
。

東
は
大
林
、
薭
方
、
西
南
は
木
野
、
本
分
、
北
は
木
山
。

薭
方
村

彊
＊
灰
土
。

高
三
百
九
拾
七
石
余
。

東
は
西
迫
間
、
白
木
、
南
は
袈
裟
尾
、
西
は
木
野
本
分
。
櫨
一

、
楮
を
能
仕
立
る
。

石
工
多
し
。
石
取
場
有
。

白
木
村

砂
彊
＊
。
畠
多
。

高
四
拾
七
石
余
。

東
は
小
楠
野
、
南
は
市
野
瀬
、
西
は
薭
方
、
大
林
、
北
は
上
永
野
。
楮
を
能
仕
立
る
。

小
楠
野
村

同
。

高
三
拾
石
余
。

東
南
は
虎
口
、
西
は
白
木
。
楮
を
能
仕
立
る
。

寺
尾
野
村

彊
＊
。

高
四
拾
五
石
余
。

東
は
永
野
、
南
は
染
土
、
西
は
市
野
瀬
、
北
は
虎
口
。
米
粟
よ
ろ
し
。
楮
を
能
仕
立
。

麻
苧
よ
ろ
し
。

染
土
村

彊
＊
。

高
弐
拾
六
石
余
。

東
南
は
雪
野
、
西
は
市
野
瀬
、
長
野
、
寺
小
野
。
米
よ
ろ
し
。

虎
口
村

砂
彊
＊
。

高
百
弐
拾
弐
石
余
。

東
は
斑
蛇
口
、
南
は
寺
小
野
、
西
北
は
小
楠
野
。
箭
筈
嶽
、
此
村
境
に
有
。
米
粟
、

麻
苧
、
楮
よ
ろ
し
。

長
野
村

彊
＊
。

高
六
拾
六
石
余
。
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東
は
斑
蛇
口
、
南
は
染
土
、
西
は
虎
口
。
米
粟
よ
ろ
し
。
麻
苧
、
名
物
也
。

斑
蛇
口
村

穴
川
、
鳳
儀

二

彊
＊
。
田
少
し
。

高
九
拾
五
石
余
。

東
北
は
豊
後
之
日
田
郡
津
江
山
、
南
は
生
味
、
西
は
虎
口
。
楮
、
茶
に
よ
ろ
し
。
今
、

半
尺
と
書
人
有
は
誤
也
。
急
劇
三

の
時
、
省
略
し
て
出
来
る
な
ら
ん
。

右
村
、
合
四
拾
六
ヶ
村
、
惣
高
壱
万
四
千
四
百
七
石
余
。

菊
池
郡
、
惣
高
、
弐
万
八
千
三
拾
七
石
七
升
八
合
、
軍
役
高
四

、
弐
万
六
千
四
百
六

拾
三
石
弐
斗
六
升
。
按
る
に
加
藤
氏
の
代
、
菊
池
郡
の
惣
高
、
弐
万
六
千
五
百
八
拾

四
石
八
合
六
勺
六
才
。
続
清
正
記
五

に
見
へ
た
り
。

【
註
】

一

『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
三
十
一
・
木
部
「
黄
櫨
」
に
「
…
今
ハ
、
ハ
ゼ
ト
呼
、
即
、
漆
ノ
一
種

ナ
リ
、
…
又
一
種
実
ヨ
リ
臘
ヲ
採
者
ヲ
モ
、
ハ
ゼ
ト
呼
」
と
あ
り
、
漆
も
し
く
は
臘
を
取
る
た
め
の
木
と

し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
熊
本
藩
で
は
櫨
方
を
置
き
、
専
売
と
し
て
い
た
。

二

『
肥
後
国
志
』「
半
尺
村
」
の
項
に
、
小
村
と
し
て
穴
川
村
、
鳳
来
村
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

な
お
、
同
村
の
下
位
項
目
に
あ
る
「
鳳
来
山
聖
護
寺
跡
」
に
は
、「
鳳
儀
山
ト
モ
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
鳳
儀
村
」
と
の
表
記
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

三

慌
た
だ
し
い
こ
と
、
忙
し
い
こ
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
忽
（
忩
）
劇
」
と
同
義
で
用
い
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

四

軍
役
の
代
わ
り
に
収
め
る
軍
役
（
ぐ
ん
や
く
）
金
の
石
高
。

五

『
続
撰
清
正
記
』
巻
六
「
肥
後
国
拝
領
の
郡
ど
も
の
高
の
事
」
に
見
え
る
。
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